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ご
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菊
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大
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育
学
部
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日
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克
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心　

響
…
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…
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…
…
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…
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⑵
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長
先
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教
え
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三
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則
史

研
究
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…
…
…
…
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�

自
然
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究
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輝
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よ
り
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…
…
…
…
…
…
…
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◦
一
年
を
振
り
返
っ
て

　

四
国
中
央
市
・
松
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小
教
諭�

重
松　

大
智

◦
少
し
ず
つ

　

今
治
市
・
乃
万
小
教
諭�

松
本　

七
海

◦
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師
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松
山
市
・
北
条
南
中
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◦
周
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に
支
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諭�
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々
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航

◦
誰
一
人
取
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残
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な
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授
業
を
目
指
し
て

　

宇
和
島
市
・
城
東
中
教
諭�

木
下
翔
太
郎

◦
学
校
事
務
職
員
と
し
て

　

愛
南
町
・
城
辺
小
主
事�

松
浦　

未
夢

教
育
学
部
の
今
…
…
…
…
…
…
…
⑾

学
部
ト
ピ
ッ
ク
ス
…
…
…
…
…
…
⑿

◦
附
小
水
上
安
全
学
習

◦
附
属
特
支
防
災
学
習

◦
支
部
活
動
報
告

愛
媛
大
学

　
　

教
育
学
部
長

日
野　

克
博

　

皆
さ
ま
、
新
し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
本
年
も
愛
媛
大
学
教
育
学
部

を
支
え
て
く
だ
さ
る
同
窓
会
の
皆
さ
ま

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私

は
昨
年
四
月
よ
り
学
部
長
を
拝
命
し
ま

し
た
。
教
育
学
部
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
教
育

学
部
の
使
命
は
、
次
世
代
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
教
員
を
養
成
す
る
こ
と
で

す
。
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
愛
の
あ
る
教

師
を
養
成
す
る
」で
す
。
具
体
的
に
は
、

愛
大
（
あ
い
だ
い
）
で
、愛
情
豊
か
で
、

ア
イ
デ
ア
豊
富
、
挨
拶
（
愛
察
）
の
で

き
る
愛
の
大
き
な
教
員
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
学
部
案
内
の
表
紙
に

も
こ
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
教

員
養
成
の
根
幹
と
し
て
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
教
育
学
部
を
取
り
巻
く
状
況

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
全
国
的

な
教
員
不
足
が
問
題
視
さ
れ
る
一
方

で
、
急
速
な
少
子
化
に
よ
り
数
年
後
に

は
教
員
需
要
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
受

験
生
の
確
保
お
よ
び
教
育
現
場
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
教
員
の
養
成
に
向
け

て
、
令
和
六
年
度
入
学
生
よ
り
、
学
校

教
育
教
員
養
成
課
程
内
の
コ
ー
ス
を
再

編
し
ま
し
た
。
詳
細
は
教
育
学
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。
そ
の
特
徴
は
、
サ
ブ
コ
ー
ス
の
ま

と
ま
り
で
四
年
間
を
見
通
し
た
学
生
指

導
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
、
複
数
校
種

や
複
数
教
科
等
の
教
員
免
許
状
取
得
を

推
進
す
る
こ
と
、
そ
し
て
教
育
学
部
と

教
職
大
学
院
の
連
携
を
整
理
し
、
よ
り

体
系
的
・
組
織
的
な
指
導
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
で
す
。
よ
り
質
の
高
い
教
員

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

教
育
学
部
の
現
状
と
し
て
、
令
和
六

年
度
に
つ
い
て
は
「
学
部
・
大
学
院
の

将
来
構
想
」「
組
織
の
合
理
化
と
機
能

強
化
」「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
」「
受

験
生
の
確
保
」「
教
員
就
職
率
の
向
上
」

「
連
携
の
強
化
」「
職
場
環
境
の
整
備
」

の
七
つ
の
課
題
を
掲
げ
、
特
に
以
下
の

三
つ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

一　

地
域
教
員
希
望
枠
を
活
用
し
た
教

員
養
成
改
革

　

今
年
度
、
文
部
科
学
省
の
「
地
域
教

員
希
望
枠
を
活
用
し
た
教
員
養
成
大

学
・
学
部
の
機
能
強
化
事
業
」
に
申
請

し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
学
部
で

は
、
人
口
縮
小
社
会
を
見
据
え
た
地
域

課
題
に
対
応
す
る
「
地
域
の
人
口
減
少

加
速
度
に
対
応
し
た
質
の
高
い
教
員
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
校
・
学
部
・
大
学
院
・
教

育
委
員
会
の
連
携
を
強
化
し
、
大
学
入

学
前
か
ら
教
員
採
用
に
至
る
ま
で
一
貫

し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
も
の
で

す
。
今
後
、「
地
域
教
員
希
望
枠
入
試
」

や
「
教
員
養
成
コ
ー
ス
等
特
別
選
考
」

を
導
入
予
定
で
す
。
ま
た
、
令
和
六
年

度
よ
り「
地
域
創
生
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

地
域
課
題
に
対
応
し
た
教
員
養
成
を
さ

ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

二　

教
職
大
学
院
を
核
に
し
た
教
員
養

成
の
高
度
化

　

近
年
、
教
育
学
部
卒
業
生
だ
け
で
な

く
、
他
学
部
や
他
大
学
で
教
員
免
許
を

取
得
し
た
学
生
が
教
職
大
学
院
に
進
学

す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
教
職

大
学
院
の
志
願
者
・
入
学
者
の
確
保
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
全
国
で
も
高
い
志

願
率
を
誇
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
七
年
度
か
ら
は
全
国
に
先
駆

け
て
、
学
部
新
卒
者
を
対
象
に
し
た

「
一
年
修
了
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
導
入
予

定
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
学

部
四
年
生
が
教
職
大
学
院
の
基
礎
科
目

を
先
取
り
履
修
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
修
了

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
教
育
学
部
・
教

職
大
学
院
の
連
携
を
密
に
し
、
教
育
現

場
で
必
要
と
さ
れ
る
質
の
高
い
教
員
を

送
り
出
す
た
め
、
教
員
養
成
の
高
度
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

三　

教
員
就
職
率
の
向
上

　

教
員
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
教
員

就
職
率
の
向
上
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

令
和
六
年
度
に
は
、
従
来
の
四
年
生
対

象
の
教
員
採
用
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
に

加
え
、
新
た
に
三
年
生
向
け
の
試
験
対

策
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

愛
媛
県
公
立
学
校
の
教
員
採
用
試
験
の

合
格
率
は
、
近
年
で
最
も
高
い
水
準
を

記
録
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
生
の

離
職
率
の
問
題
に
も
対
応
す
べ
く
、
卒

業
生
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
卒
業
時
の
担

当
教
員
が
卒
業
生
と
連
絡
を
取
り
合

い
、
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
教

育
学
部
の
改
善
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
愛
媛
大
学
教
育
学
部

で
は
地
域
に
根
ざ
し
た
教
員
養
成
を
進

め
て
い
ま
す
。
受
験
生
や
学
生
、
保
護

者
、
教
育
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
「
愛
大

が
い
い
」「
愛
大
で
よ
か
っ
た
」
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
学
部
及
び
大
学

院
の
改
革
・
運
営
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
愛
媛
大

学
憲
章
に
掲
げ
ら
れ
た
「
地
域
に
立
脚

す
る
大
学
と
し
て
、
地
域
に
役
立
つ
人

材
、
地
域
の
発
展
を
牽
引
す
る
人
材
の

養
成
」
に
貢
献
す
る
強
靱
な
支
え
と
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
地
域
に

お
け
る
教
員
養
成
の
役
割
を
し
っ
か
り

と
考
え
、「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
」
と

捉
え
な
が
ら
、
教
育
学
部
の
方
向
性
を

導
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
本

学
部
の
発
展
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
、
小

さ
な
星
の
小
さ
な
光
が
�
�
」
先
日
、

歌
手
・
坂
本
九
さ
ん
の
長
女
、
大
島
花

子
さ
ん
の
「
歌
と
ト
ー
ク
」
を
拝
聴
す

る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、「
見

上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
を
熱
唱

さ
れ
た
の
が
心
に
残
っ
て
い
る
。
最

近
、
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
夜
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
い
る
が
、
歌

詞
と
重
な
る
よ
う
な
、
き
れ
い
な
星
空

を
し
み
じ
み
と
眺
め
な
が
ら
歩
く
こ
と

が
多
い
。「
あ
れ
は
何
？
」
あ
る
日
、

東
の
空
に
ひ
と
き
わ
大
き
く
、
明
る
く

輝
く
星
が
気
に
な
っ
て
調
べ
て
み
た
。

木
星
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
、
職
業
柄
月

や
金
星
は
よ
く
見
て
い
た
が
、
木
星
が

気
に
な
っ
て
見
た
の
は
初
め
て
で
あ

る
。
こ
ん
な
に
も
大
き
く
見
え
る
も
の

な
の
か
と
、
新
た
な
発
見
を
し
た
よ
う

な
気
分
に
な
っ
た
。

　

好
奇
心
で
更
に
調
べ
て
み
る
と
、
火

星
や
土
星
ま
で
同
じ
夜
空
に
見
え
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
次
の
日
か
ら
、
こ
れ

が
�
�
と
納
得
し
な
が
ら
眺
め
て
歩
い

た
。
も
ち
ろ
ん
使
っ
た
道
具
は
、
ス
マ

ホ
の
ア
プ
リ
で
あ
る
。
新
聞
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
運
が
い
い
こ
と

に
、
今
年
は
土
星
食
に
も
出
く
わ
す
こ

と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
は
と
思
い
、
全
校
の
子
供
た
ち

に
話
を
す
る
と
、
何
人
か
が
興
味
を

持
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
、
夜
だ
け
で
な

く
、
早
朝
に
も
木
星
探
し
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
結
果
を
報
告
し
て
く
れ
た
。
自

分
の
好
奇
心
の
押
し
付
け
の
よ
う
で

あ
っ
た
が
、
同
じ
感
動
が
共
有
で
き
た

よ
う
で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

　

さ
て
、
私
も
教
員
生
活
三
十
七
年
目

を
迎
え
、
退
職
ま
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

で
あ
る
。
周
り
に
は
若
い
先
生
方
が
増

え
、
活
躍
の
様
子
を
見
る
た
び
に
、
昔

の
自
分
を
思
い
出
す
こ
と
が
多
く
な
っ

た
。
私
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
、
昭
和

最
後
の
年
度
の
採
用
で
あ
る
た
め
、
初

任
者
研
修
の
な
い
時
代
で
あ
る
。
新
採

の
年
か
ら
体
育
主
任
も
任
さ
れ
て
い
た
。

　

当
時
、
校
長
先
生
に
、
日
課
と
し
て

命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
学
生
時
代
に
は
一
度
も
目
に
す
る

こ
と
の
な
か
っ
た
「
師
道
鑚
仰
の
碑
」

の
朗
読
で
あ
る
。

　

校
長
室
に
あ
る
出
勤
簿
に
押
印
を
し

た
後
、
そ
こ
で
声
を
張
り
上
げ
、
緊
張

し
な
が
ら
毎
日
読
み
上
げ
た
。
当
然
、

毎
日
の
よ
う
に
、
横
で
校
長
先
生
が
聞

か
れ
て
い
る
。初
め
の
一
週
間
ほ
ど
は
、

読
み
方
と
意
味
を
指
導
し
て
い
た
だ

き
、
ど
う
に
か
読
め
る
よ
う
に
も
な
っ

た
。
こ
の
朗
読
が
嫌
で
た
ま
ら
ず
、
校

長
先
生
が
出
勤
す
る
前
に
押
印
を
済
ま

せ
よ
う
と
、
早
い
時
間
の
出
勤
に
努
め

て
い
た
の
を
思
い
出
す
。

　

ワ
ー
プ
ロ
が
よ
う
や
く
世
の
中
に
出

始
め
、
文
書
は
手
書
き
が
普
通
で
あ
っ

た
時
代
に
、
校
長
先
生
か
ら
大
き
な
新

品
の
「
文
豪
」
を
渡
さ
れ
た
。
夜
遅
く

な
っ
て
も
校
長
先
生
の
文
書
を
全
て
打

た
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
初

め
て
の
ワ
ー
プ
ロ
で
キ
ー
ボ
ー
ド
や
機

能
を
覚
え
な
が
ら
苦
労
し
て
進
め
た
。

こ
れ
も
、
い
つ
も
の
よ
う
に
校
長
先
生

が
横
に
お
ら
れ
た
。
他
に
も
数
多
く
の

難
題
を
命
じ
ら
れ
て
き
た
。
今
と
な
っ

て
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
が
、
現

在
で
あ
れ
ば
「
パ
ワ
ハ
ラ
」
と
言
わ
れ

て
も
仕
方
が
な
い
よ
う
な
こ
と
ば
か
り

で
あ
る
。

「
人
ノ
師
タ
ル
者
ハ
須
ク
�
�
」「
先

生
は
、
厳
正
・
寛
仁
で
広
い
学
識
を
持

ち
、
心
が
清
ら
か
で
優
れ
た
人
格
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
供
を
教
え

る
場
合
は
、
性
格
に
沿
い
、
才
能
に
応

じ
て
、
才
能
を
十
分
に
伸
ば
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
�
�
人
を
教
え
る
も

の
の
戒
め
と
す
る
。」
読
み
終
え
る
と

必
ず
「
で
き
よ
る
か
。」
の
一
言
と
指

導
が
あ
っ
た
。
長
い
時
に
は
、
朝
か
ら

三
十
分
以
上
に
な
る
こ
と
も
�
�
。

　

こ
の
教
え
は
、
今
も
自
分
が
教
師
と

し
て
子
供
た
ち
の
前
に
立
つ
時
の
、
思

い
と
重
な
る
。
教
師
と
し
て
多
く
の
経

験
を
し
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
夢
中
に

な
り
す
ぎ
て
道
か
ら
逸
れ
そ
う
に
な
る

た
び
、
こ
の
教
え
を
思
い
出
す
こ
と
で

修
正
で
き
た
こ
と
が
幾
度
と
な
く
あ
る
。

　

こ
の
教
え
を
受
け
、
子
供
た
ち
の
才

能
を
伸
ば
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
の
だ
ろ
う
、
こ
の
年
に
な
っ
て
も
常

に
考
え
、
続
け
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

ま
ず
は
実
態
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
子
供
た
ち
と
接
す
る
中
で
実
態
を

し
っ
か
り
と
捉
え
、
一
人
一
人
の
特
性

に
合
わ
せ
た
方
法
を
考
え
て
き
た
。
次

に
、
楽
し
い
こ
と
で
あ
る
。
楽
し
く
な

く
て
は
夢
中
に
な
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
ず
自
分
で
や
っ
て
み
て
、
自
分

が
共
に
楽
し
め
る
よ
う
に
活
動
の
内
容

や
進
め
方
を
工
夫
し
て
き
た
。
自
分
が

楽
し
め
て
初
め
て
そ
れ
を
上
手
く
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

最
後
は
、
子
供
の
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る

こ
と
で
あ
る
。
子
供
の
答
え
に
、「
な

ん
で
？
」
と
聞
き
返
す
こ
と
が
口
癖
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
子
供
自
身
が

や
っ
て
み
た
い
、
知
り
た
い
、
な
ん
で

と
思
え
る
指
導
に
努
め
て
き
た
。

　

我
々
教
師
の
自
分
の
一
番
の
仕
事
は

子
供
た
ち
の
才
能
を
伸
ば
す
こ
と
で
あ

る
。
子
供
た
ち
の
前
に
立
つ
以
上
、
山

路
先
生
の
教
え
を
今
も
常
に
戒
め
と
し

て
い
る
。

　

こ
う
思
え
る
の
も
、
ま
さ
に
校
長
先

生
の
教
え
の
お
か
げ
で
あ
る
。
校
長
先

生
に
は
感
謝
の
言
葉
し
か
な
い
。

三
好　

則
史

（
昭
六
二
卒
）

校
長
先
生
の
教
え

◦
同
窓
会
懇
親
会
報
告

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
…
…
…
…
⒄

大
学
祭
ア
ラ
カ
ル
ト
…
…
…
…
…
⒅

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
報
告
…
…
…
…
⒆

サ
ー
ク
ル
紹
介
…
…
…
…
…
…
…
�

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
す
く
す
く

会
員
の
声
…
…
…
…
…
…
…
…
…
�

◦
「
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
愛
よ
届
け
」

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
今
井　

英
里

◦
「
大
拙
・
英
訳
「
教
行
信
証
」
の
研
究
㈠

…�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
吉
原　

宏
文

表
紙
の
作
品
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

先
輩
を
偲
ぶ
…
…
…
…
…
…
…
…
�

　
「
あ
し
あ
と
⑿
」
先
輩
た
ち
の
あ
し
あ
と

�

同
窓
会
事
務
局

同
窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
…
�
�
�
�
�
�

敬
弔
・
寄
付
者
名
・
放
送
大
学
�
�
�
�
�

裏
表
紙
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
�

　

会
員
写
真
館

西
予
市
立

　

三
瓶
小
学
校
長





同　　窓　　会　　報 （3）

技
術
教
育
の
動
向

　

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
、

ST
E
A
M

教
育
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

な
ど
、
近
年
は
技
術
教
育
に
関
す
る
概

念
が
急
速
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
教
育

現
場
の
革
新
だ
け
で
な
く
、
次
世
代
人

材
育
成
に
お
い
て
も
影
響
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
私
が
着
任
し
た
二
〇
一
八
年

度
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
授
業
が

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
回
生
の

授
業
科
目
に
「
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
活
用
」
に
関
す
る
必
修
科
目
が

増
え
、
教
職
大
学
院
の
授
業
科
目
に
先

端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
や
教
育
Ｄ
Ｘ
に

関
す
る
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
現
代
課
題
に

向
き
合
う
こ
と
の
で
き
る
教
員
を
育
成

す
る
た
め
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
す
。

ま
た
、
二
〇
二
四
年
度
か
ら
は
、
大
学

の
入
学
す
る
コ
ー
ス
が
改
編
さ
れ
学
生

の
所
属
も
「
講
座
」
か
ら
「
系
」
へ
と

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
変
化
は
、
学

生
が
学
問
や
教
科
の
横
断
的
な
視
点
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
現
職
教
員
と
の
つ
な
が
り
も
強
化

さ
れ
、
教
職
に
対
す
る
理
解
が
一
層
深

ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
実
践
的
な
学
び

　

学
部
生
は
、
二
回
生
で
母
校
の
小
学

校
・
中
学
校
に
観
察
実
習
を
す
る
機
会

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
実
習
は
、
教
職
体

験
実
習
「
ふ
る
さ
と
実
習
」
と
い
う
名

称
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ダ
ン

ス
は
大
学
一
回
生
の
間
に
行
わ
れ
、
学

生
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
声
が
数

多
く
聞
か
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
多

く
の
学
生
を
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
九
月
上
旬
に

五
日
間
の
実
習
を
終
え
た
二
回
生
は
、

振
り
返
り
と
し
て
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
活
動
で
充
実
し
た
日
々
を
思
い
出

し
、
学
生
同
士
で
教
員
の
魅
力
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

二
〇
二
三
年
度
か
ら
は
、
四
回
生
が
教

職
大
学
院
の
授
業
科
目
を
受
講
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。「
チ
ー
ム
学
校
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

養
成
講
座
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
教
材
開
発

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
講
座
」
で

は
、
現
職
教
員
や
大
学
院
生
と
協
働
し

て
学
ぶ
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
大
学

内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教
育
現
場
や

地
域
と
の
連
携
を
深
め
る
活
動
が
ま
す

ま
す
増
え
て
い
ま
す
。

�

同
窓
会
生
と
の
連
携
と
地
域
と
の
つ
な

が
り

　

近
年
、
教
員
採
用
試
験
の
採
用
数
が

増
え
て
お
り
、
若
手
教
員
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
教
科
内
容

学
を
さ
ら
に
深
く
学
ぶ
機
会
と
し
て
、

「
教
材
研
究
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
」

を
開
講
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、

若
手
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
標
に

し
た
研
修
で
す
が
、
管
理
職
や
指
導
主

事
を
務
め
る
先
生
方
も
参
加
し
て
く
だ

さ
り
ま
す
。
大
学
主
催
の
研
修
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
と
相
談
し
な
が

ら
研
修
内
容
を
進
め
る
た
め
、
穏
や
か

な
雰
囲
気
で
学
ぶ
機
会
を
提
供
で
き
て

い
ま
す
。
教
員
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
近
況
報
告
の

話
題
で
盛
り
上
が
る
な
ど
、
参
加
者
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
各
教
科
で
講

座
は
開
講
し
て
い
る
た
め
、「
久
し
ぶ

り
に
大
学
の
先
生
に
会
い
に
行
こ
う
」

と
い
う
気
軽
な
気
持
ち
で
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。　
　

　

中
学
校
技
術
科
の
教
員
採
用
試
験
で

は
、
実
技
試
験
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
実
技
試
験
の
練
習
で
技
術
室
を
利

用
し
た
学
生
が
何
名
か
い
ま
す
。
私
た

ち
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
様
々
な
形
で

学
生
を
支
援
し
、
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

�

　

地
域
連
携
を
進
め
る
こ
と
で
、
同
窓

会
生
と
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

る
機
会
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
私
が
参

加
し
て
い
る
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
ま

ず
、
学
校
と
地
域
住
民
等
が
力
を
合
わ

せ
て
教
育
を
進
め
る
、「
コ
ミ
ス
ク
え

ひ
め
」
の
活
動
で
す
。
こ
の
活
動
に
大

学
生
も
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

学
生
は
、
教
員
で
は
な
い
立
場
の
社
会

人
と
協
働
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
こ
と
で
、
学
校
教
育
の
枠
を
超
え
た

授
業
の
可
能
性
を
体
験
的
に
学
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
愛
媛
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
や
愛
媛
文
教
会
館
な
ど
の
教
育
施

設
を
訪
問
す
る
機
会
に
も
な
り
、
愛
媛

を
支
え
る
施
設
を
深
く
知
る
良
い
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
、
理
科
や
数

学
あ
る
い
は
科
学
技
術
と
い
っ
た
分
野

研
究
室
紹
介准

教
授　

玉
井　

輝
之 

先
生 

自
然
科
学
系
研
究
室
（
技
術
教
育
）

教育学部Web ページ

教育学部インスタグラム

現職教員との年末合同研修会
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の
実
験
や
工
作
を
一
同
に
集
め
て
来
場

者
が
楽
し
め
る
「
青
少
年
の
た
め
の
科

学
の
祭
典
」
で
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
二
〇
二
三
年
度
か
ら
愛
媛
大
学
教

育
学
部
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
教
育
学
部
の
教
職
ス
ト

リ
ー
ト
を
活
用
し
て
開
放
的
な
空
間
で

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
同
窓
会
生
と

愛
媛
大
学
に
つ
い
て
の
話
題
に
あ
が
る

の
は
、
普
段
、
大
学
生
が
過
ご
し
て
い

る
施
設
と
は
異
な
る
以
前
の
大
学
の
施

設
や
そ
の
状
況
に
つ
い
て
で
す
。
同
窓

会
生
は
新
し
い
施
設
に
対
す
る
感
動
や

大
学
生
の
生
活
の
変
化
に
関
す
る
発
見

の
言
葉
を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。
大
学

生
に
と
っ
て
は
、
当
た
り
前
に
過
ご
し

て
い
る
施
設
と
過
去
の
状
況
と
の
違
い

に
驚
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
地
域

の
方
々
に
教
育
学
部
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
く
機
会
が
増
え
る
こ
と
で
、
大
学

生
も
多
く
の
気
づ
き
や
学
び
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。同
窓
会
生
の
皆
様
も
、

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
教
育
学
部

に
来
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

�

海
外
派
遣
事
業

　

大
学
進
学
の
魅
力
の
一
つ
に
、
留
学

を
通
じ
て
広
い
世
界
に
触
れ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
教
育
学
部
の
教
員
が

主
担
当
と
し
て
運
営
し
て
い
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
事
前
指
導
や
教
員
の
引
率

が
あ
る
た
め
、
安
心
し
て
参
加
で
き
る

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
が
普
及
し
た

こ
と
で
、
事
前
に
現
地
の
情
報
を
詳
し

く
収
集
し
や
す
く
な
り
、
現
地
で
の
交

流
の
質
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
が
こ

れ
ま
で
に
関
わ
っ
た
研
修
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
ず
は
、「
Ｕ
Ｗ
Ｂ
研
修
」
で
す
。

こ
の
研
修
は
、
二
週
間
程
度
の
期
間
を

ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
で
過
ご
し
ま

す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
活
動
を
通

し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
バ
セ
ル
校
や

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
学
生
と
交
流
を
深

め
ま
す
。現
地
で
は
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

の
理
解
・
尊
重
を
目
的
と
し
て
、
研
修

や
学
校
訪
問
を
行
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
滞
在
中

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
、
異
文

化
に
触
れ
な
が
ら
長
期
留
学
に
向
け
て

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
で
き
ま
す
。
高

校
生
と
一
緒
に
授
業
に
参
加
す
る
こ
と

や
、
小
学
校
の
授
業
を
参
観
す
る
こ
と

で
、
日
本
の
教
育
と
の
違
い
を
実
感

し
、
教
育
に
関
す
る
視
野
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
次
に
「
フ
ィ
リ

ピ
ン
教
育
実
習
」
で
す
。
こ
の
実
習
は

一
週
間
程
度
の
期
間
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

マ
ニ
ラ
を
中
心
に
過
ご
す
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
こ
の
実
習
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

大
学
附
属
学
校
の
先
生
が
事
前
学
習
や

現
地
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
主
に
授
業
の
観
察
を

す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
児

童
・
生
徒
に
授
業
を
す
る
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
た

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。
教
育

学
部
の
海
外
派
遣
事
業
は
、
学
生
た
ち

が
異
文
化
を
理
解
し
、
教
育
へ
の
考
え

を
深
め
る
貴
重
な
機
会
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
通
じ
て
、
学

生
た
ち
は
未
来
の
教
育
を
担
う
教
員
と

し
て
成
長
す
る
た
め
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
ま
す
。
留
学
を
通
じ
て
得
ら

れ
る
新
し
い
視
点
と
学
び
が
、
多
く
の

学
生
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

技
術
教
育
の
伝
統

　

こ
こ
ま
で
は
、
教
育
学
部
の
近
年
の

変
化
や
新
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
述

べ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
同
窓
会
の

皆
様
の
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

技
術
教
育
の
伝
統
も
、
今
な
お
教
育
現

場
で
息
づ
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
工

作
機
械
と
し
て
、
旋
盤
や
昇
降
盤
、
道

具
と
し
て
ド
ラ
フ
タ
ー
や
レ
ン
チ
な
ど

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
重
ね
な
が
ら
何
十
年

と
使
用
し
て
い
ま
す
。
教
育
の
骨
格
を

な
す
部
分
は
変
わ
ら
ず
引
き
継
い
で
い

ま
す
。
技
術
教
育
の
分
野
は
変
化
が
激

し
い
一
方
で
、
そ
の
基
盤
と
な
る
「
も

の
づ
く
り
」の
精
神
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
伝
統

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
私
た
ち
教
員
も

日
々
学
び
、
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ

つ
つ
教
育
現
場
を
支
え
て
い
ま
す
。
同

窓
会
の
皆
様
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
未

来
の
教
育
を
形
作
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

教
育
学
部
の
学
生
た
ち
は
、
教
員
に

な
る
た
め
の
ス
キ
ル
を
磨
く
だ
け
で
な

く
、
大
学
生
と
し
て
し
か
で
き
な
い
多

様
な
経
験
や
学
び
を
通
じ
て
成
長
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
実
現
し
て

い
る
の
は
、
同
窓
会
の
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
、
学
生
た
ち
の
活
動
は

年
々
充
実
し
、
よ
り
深
い
学
び
を
得
ら

れ
る
場
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
学
生
た
ち
が
未
来
の
教
育
を
担
う
教

員
と
し
て
羽
ば
た
い
て
い
け
る
よ
う
、

ど
う
ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
教
育
学
部
の
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
し
て
、
と
も
に
歩
ん
で
い

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

青少年のための科学の祭典

フィリピン教育実習

ＵＷＢ研修
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四
月
一
日
、
始
業
式
前
の
朝
。
私
の

中
に
は
不
安
し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
い
よ
い
よ
自
分
の
担
当
す
る
学
級
の

児
童
と
対
面
す
る
。
ど
ん
な
子
た
ち
な

ん
だ
ろ
う
。
授
業
は
上
手
く
い
く
だ
ろ

う
か
。
何
か
ら
話
そ
う
。
次
々
と
浮
か

ぶ
不
安
や
疑
問
を
考
え
す
ぎ
て
、
緊
張

で
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
い
ざ
学
級
が
発
表
さ
れ
子
ど
も
と

対
面
し
た
と
た
ん
、
不
安
は
な
く
な
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
と
い
っ

た
顔
で
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
。
そ
の
表

情
を
見
た
ら
、「
こ
れ
か
ら
一
年
間
こ

の
子
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
し
て
い
く
ん

だ
」
と
い
う
気
持
ち
が
湧
き
上
が
り
、

楽
し
み
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

そ
の
と
き
、
教
師
と
し
て
の
新
た
な
挑

戦
が
始
ま
る
と
い
う
実
感
と
と
も
に
、

前
向
き
な
気
持
ち
が
生
ま
れ
た
。

　

そ
ん
な
わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
で
始

ま
っ
た
教
員
生
活
だ
が
、
正
直
最
初
の

三
か
月
は
苦
し
く
て
仕
方
が
な
か
っ

た
。
授
業
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
こ

と
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
向
き

合
え
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
戸

惑
い
が
あ
っ
た
。
教
師
と
い
う
仕
事
は

授
業
だ
け
で
な
く
、
生
徒
指
導
や
校
内

の
事
務
作
業
な
ど
、
様
々
な
業
務
が
あ

り
そ
の
膨
大
な
仕
事
量
を
こ
な
し
き
れ

ず
そ
の
仕
事
量
に
圧
倒
さ
れ
る
日
々
が

続
い
た
。
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
と
同
時

に
、
先
輩
教
員
た
ち
の
助
け
が
な
け
れ

ば
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
場
面
も
数

一
年
を
振
り
返
っ
て

職 

場 

だ 

よ 

り

多
く
あ
っ
た
。
何
度
も
「
自
分
は
こ
の

仕
事
に
向
い
て
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
思
う
日
々
が
続
い
た
。

　

そ
ん
な
中
、
あ
る
授
業
が
き
っ
か
け

で
私
の
気
持
ち
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

そ
れ
は
図
画
工
作
の
授
業
だ
っ
た
。
紙

コ
ッ
プ
や
割
り
ば
し
な
ど
身
近
な
も
の

を
絵
具
と
組
み
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
模
様
を
作
る
と
い
う
授
業
で
、
教
科

書
を
事
前
に
読
み
、
ス
ー
パ
ー
で
使
え

そ
う
な
も
の
を
買
い
そ
ろ
え
て
授
業
準

備
を
頑
張
っ
た
。そ
の
か
い
が
あ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
活

動
を
し
て
お
り
、
教
室
は
笑
顔
で
あ
ふ

れ
て
い
た
。
す
る
と
、
一
人
の
子
ど
も

が
「
僕
ら
の
た
め
に
こ
の
材
料
準
備
し

て
く
れ
た
ん
？
こ
こ
ま
で
し
て
く
れ
る

ん
、
嬉
し
い
。」
と
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
声
を
掛
け
て
き
た
。
こ
の
言
葉
を
聞

い
た
と
き
、「
教
師
の
や
り
が
い
っ
て

こ
れ
だ
な
」
と
感
じ
た
。
子
ど
も
の
笑

顔
や
感
謝
の
言
葉
に
触
れ
た
こ
と
で
、

こ
の
仕
事
が
い
か
に
人
の
成
長
を
支
え

る
も
の
か
を
改
め
て
実
感
し
た
。
も
ち

ろ
ん
大
変
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
な
い
。
し
か
し
、こ
の
仕
事
ほ
ど
、

人
が
成
長
し
て
い
く
様
子
を
間
近
で
見

れ
る
職
業
は
な
い
と
、
誇
り
を
も
て
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
少
し

ず
つ
教
職
に
な
れ
、
楽
し
み
な
こ
と
も

増
え
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
十
二
月
に
行
わ
れ
た
駅
伝
大
会
。
体

を
あ
ま
り
動
か
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

体
力
に
不
安
が
あ
っ
た
が
、
保
護
者
の

方
々
や
他
の
教
員
た
ち
と
一
緒
に
走
る

こ
と
で
、絆
が
深
ま
っ
た
。優
勝
を
狙
っ

て
い
た
も
の
の
、
二
位
と
い
う
結
果
に

終
わ
り
悔
し
い
思
い
を
し
た
が
、
そ
の

経
験
を
通
じ
て
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
が
芽
生
え
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
へ
の
興
味

が
湧
い
た
。
最
近
で
は
、
毎
週
金
曜
日

に
仕
事
終
わ
り
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
チ
ー
ム

に
参
加
し
、
仲
間
と
と
も
に
走
る
時
間

を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。
ラ
ン
ニ
ン

グ
は
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
だ

け
で
な
く
、
自
分
自
身
の
体
力
づ
く
り

に
も
役
立
っ
て
お
り
、
新
た
な
生
活
習

慣
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
、
教
師
と

し
て
も
、
そ
し
て
一
人
の
人
間
と
し
て

も
、
大
き
く
成
長
し
た
と
感
じ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と

は
多
く
、
課
題
も
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
成
長
す
る
喜
び

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
一
年
で
あ
っ

た
。
最
初
は
不
安
だ
ら
け
だ
っ
た
私
だ

が
、
今
で
は
自
分
の
役
割
に
自
信
を
持

ち
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
と
一
緒
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
支
え
つ
つ
、
自
身
も
教
師
と
し
て
成

長
し
て
い
く
た
め
に
、
日
々
の
仕
事
に

真
摯
に
向
き
合
い
続
け
た
い
と
思
う
。

最
初
の
不
安
や
戸
惑
い
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
今
こ
う
し
て
前
向
き
に
仕
事
に

取
り
組
め
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
こ

の
先
も
教
師
と
い
う
職
業
に
誇
り
を
持

ち
な
が
ら
歩
ん
で
い
き
た
い
。

四
国
中
央
市

　

松
柏
小
教
諭

重
松　

大
智

（
令
六
卒
）
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今
治
市

　

乃
万
小
教
諭

松
本　

七
海

（
令
六
卒
）

　

私
は
小
学
校
低
学
年
の
頃
か
ら
友
達

に
勉
強
を
教
え
る
の
が
好
き
で
、
漠
然

と
「
先
生
に
な
り
た
い
な
」
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
小
学
六
年
生
の
時
に
は
、

些
細
な
こ
と
に
も
気
付
き
、
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
を
よ
く
見
て
く
れ
る
担
任
の

先
生
と
出
会
い
、
教
師
と
い
う
職
業
に

憧
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
夢
を
か
な

え
る
た
め
に
、
愛
媛
大
学
教
育
学
部
小

学
校
サ
ブ
コ
ー
ス
に
進
学
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
進
学
と
同
時
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
大
学
で
の
講
義

は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
パ
ソ
コ
ン
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
や
、
一
人
で
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
孤
独
感
が
あ

り
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
一
年
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
一
年
間

で
様
々
な
ア
プ
リ
や
ソ
フ
ト
を
使
い
ま

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
で
も
、
こ
れ

ら
の
実
践
を
通
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た

授
業
の
工
夫
や
、
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
の
活

用
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

で
も
、
こ
の
時
に
学
ん
だ
こ
と
を
参
考

に
す
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
一
年
間
は

私
に
と
っ
て
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
二
回
生
以
降
も
、
授
業
を
構
成

す
る
と
き
は
必
ず
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
も

の
に
し
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
開
発
の

講
義
に
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、
今
ま

で
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
な
か
っ
た
私
で

も
、
大
学
で
の
学
び
に
よ
っ
て
大
き
く

変
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四
回

生
に
な
っ
て
か
ら
本
格
的
に
教
員
採
用

試
験
の
勉
強
を
始
め
、
何
度
も
心
が
折

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
度
に
先
生
方
や
仲

間
が
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
の
採

用
試
験
か
ら
面
接
の
お
題
が
大
き
く
変

わ
る
な
ど
、
焦
っ
て
対
策
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
合
格
す
る
こ

と
が
で
き
、
今
年
度
か
ら
今
治
市
立
乃

万
小
学
校
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

四
月
一
日
に
な
る
ま
で
は
、
つ
い
に

教
師
に
な
れ
る
！
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク

と
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
生
活
が
始
ま
る

ん
だ
ろ
う
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し

た
。
働
き
始
め
て
一
週
間
は
子
ど
も
た

ち
と
会
わ
ず
に
準
備
等
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
ま
ず
驚
い
た
の
は
事
務
作
業
の

多
さ
で
す
。
教
育
実
習
で
は
、
基
本
的

に
「
授
業
」
し
か
観
察
を
し
て
い
な
い

し
、
実
践
も
「
授
業
」
の
み
で
し
た
。

放
課
後
も
、
自
分
の
研
究
授
業
の
準
備

を
し
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
た
め
、
教
師

の
授
業
以
外
の
仕
事
に
つ
い
て
触
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。実
際
は
、

子
ど
も
た
ち
の
テ
キ
ス
ト
に
名
前
を
書

い
た
り
、必
要
な
書
類
を
ま
と
め
た
り
、

想
像
以
上
に
作
業
す
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
教
材
研
究

も
あ
ま
り
進
ま
ず
、
不
安
に
感
じ
な
が

ら
新
学
期
を
迎
え
ま
し
た
。
と
に
か
く

一
日
の
こ
と
を
す
る
の
で
精
一
杯
で
、

正
直
自
分
が
理
想
と
し
て
い
た
学
級
開

き
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
初
め
て
会
っ
た
時
か
ら

子
ど
も
た
ち
は
温
か
く
、
素
直
な
気
持

ち
で
私
と
関
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私

が
手
紙
を
配
る
の
を
忘
れ
て
い
た
り
、

私
の
確
認
不
足
で
急
に
予
定
が
変
更
に

な
っ
た
り
し
て
も
、「
も
ー
、
先
生
何

し
て
ん
の
ー
！
」
と
明
る
く
振
る
舞
っ

て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
に
は
感
謝
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
が
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い

と
思
う
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
、
そ
し

て
自
分
自
身
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
こ

と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
一
学
期
の
間

で
も
、
も
ち
ろ
ん
大
き
な
成
長
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
が
、
一
ヶ
月
、
い
や
一

日
の
中
で
も
成
長
を
見
せ
て
く
れ
る
時

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
朝
か
ら
騒
が

し
く
し
て
い
て
授
業
に
集
中
で
き
な

か
っ
た
時
に
は
、
な
ぜ
静
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
迷
惑
に
思
っ
て

い
る
友
達
が
い
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

か
、
な
ど
を
ク
ラ
ス
の
中
で
話
し
合
い

ま
し
た
。
毎
日
毎
日
当
た
り
前
の
よ
う

に
あ
る
授
業
時
間
を
子
ど
も
た
ち
の

中
で
思
い
返
し
、
自
分
が
ど
う
行
動
す

る
べ
き
な
の
か
を
一
生
懸
命
考
え
、
共

有
す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
授
業
は
静

か
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
教
師
に
言
わ
れ
て
自
分
の
行
動

を
変
え
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す

が
、
自
分
た
ち
の
頭
で
考
え
て
、
友
達

と
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
自

分
事
と
し
て
問
題
を
捉
え
、
実
践
に
移

せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
頭
ご
な

し
に
「
静
か
に
し
な
さ
い
」
と
怒
っ
て

も
、
何
の
意
味
も
な
か
っ
た
ん
だ
と
気

付
き
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
同
時
に

私
自
身
も
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
喜
び
が

感
じ
ら
れ
て
、
少
し
自
信
を
持
つ
き
っ

か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。
他
に
も
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
関
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な

成
長
が
あ
り
ま
し
た
。
四
月
の
初
め
に

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
ほ
と
ん
ど
使
え
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
一
学
期
が
終

わ
る
頃
に
は
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
や
タ
イ
ピ

ン
グ
ア
プ
リ
を
使
い
こ
な
し
、
と
て
も

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
文
字
を
打
つ
こ
と
が

で
き
て
い
る
子
も
い
ま
す
。
私
も
追
い

越
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
て
授
業
を
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち

が
興
味
を
持
て
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
探
し

た
り
し
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
高

め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
子
ど

も
た
ち
の
吸
収
力
は
凄
ま
じ
く
、
日
々

感
心
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
毎
日

の
小
さ
な
成
長
と
そ
の
発
見
が
、
私
の

原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ら
い
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す

が
、
周
り
の
先
生
方
の
支
え
の
お
か
げ

で
楽
し
く
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
私
が
大
学
生
の
時
か
ら
考

え
て
い
た
理
想
の
教
師
に
は
ま
だ
ま
だ

な
れ
て
お
ら
ず
、
学
級
開
き
や
運
動
会

な
ど
年
に
一
回
し
か
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ

を
逃
し
て
、
こ
れ
や
り
た
か
っ
た
の

に
！
と
思
う
こ
と
し
か
な
い
の
で
す

が
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
少
し
ず
つ
、
で

き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。


少
し
ず
つ
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松
山
市

　

北
条
南
中
教
諭

村
上
卯
咲
希

（
令
六
卒
）

教
師
一
年
生

　

私
が
教
師
を
志
し
た
の
は
、
中
学
校

二
年
生
の
こ
ろ
で
す
。
当
時
の
担
任
の

先
生
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
、
絵
を
描
く
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
た
め
、
漫
画
家
を
目
指
し

て
い
ま
し
た
。し
か
し
、思
春
期
に
入
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
他
の
人
の
絵
と
自
分

の
絵
を
比
べ
て
し
ま
い
、
自
分
の
実
力

に
自
信
を
な
く
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、い
つ
も
私
た
ち
に
寄
り
添
い
、

導
い
て
く
れ
る
担
任
の
先
生
の
姿
に
感

銘
を
受
け
、
漫
画
家
で
は
な
く
、
自
分

の
得
意
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
教
師

の
道
に
進
む
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。
中

学
生
だ
っ
た
こ
ろ
の
当
時
の
先
生
方
の

多
く
が
、
愛
媛
大
学
教
育
学
部
を
ご
卒

業
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
私
も
愛
媛

大
学
教
育
学
部
へ
進
学
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
大
学
で
の
日
々
は
と
て
も
充
実

し
た
も
の
で
し
た
。
入
学
当
初
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
遠
隔
授
業
が
ほ
と
ん
ど
で
、
大
学

の
人
と
直
接
関
わ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
第
に
対
面
授

業
が
再
開
さ
れ
、
共
に
教
師
を
志
す
仲

間
と
話
す
機
会
も
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
特
に
、
同
じ
美
術
専
攻
の
仲
間
、

先
輩
、
後
輩
、
大
学
の
先
生
方
と
の
思

い
出
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

教
育
実
習
で
の
授
業
づ
く
り
に
困
っ
た

と
き
、
教
員
採
用
試
験
に
不
安
に
な
っ

た
と
き
、
作
品
づ
く
り
に
息
詰
ま
っ
た

と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
美
術
専
攻

の
仲
間
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

愛
媛
大
学
を
卒
業
後
は
、
松
山
市
立

北
条
南
中
学
校
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
自
分
が
こ
れ
か
ら
勤
務
す

る
学
校
が
わ
か
っ
た
瞬
間
、
中
学
生
か

ら
目
指
し
て
い
た
教
師
と
し
て
の
日
々

が
始
ま
る
期
待
感
と
、
仕
事
を
上
手
く

遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
不
安
な
気

持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
し

て
迎
え
た
四
月
、
私
は
一
年
生
の
担
任

と
、
全
校
三
学
年
分
の
美
術
の
担
当
に

な
り
ま
し
た
。
北
条
南
中
学
校
に
や
っ

て
き
た
ば
か
り
で
、
さ
ら
に
教
師
一
年

目
の
自
分
が
、
新
し
く
中
学
校
に
入
っ

て
く
る
生
徒
た
ち
を
受
け
持
つ
こ
と
が

で
き
る
の
か
と
い
う
気
持
ち
と
、
い
き

な
り
三
学
年
全
て
の
生
徒
に
美
術
を
指

導
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
心
の
支
え

と
な
っ
た
の
が
、
同
じ
学
校
の
同
僚
の

先
生
方
で
し
た
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な

い
私
に
、
学
級
経
営
や
入
学
式
ま
で
に

し
て
お
く
と
良
い
こ
と
を
丁
寧
に
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
級

経
営
も
授
業
も
最
初
か
ら
上
手
く
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
学
級
経
営
に
お
い
て

は
、
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
が
生
徒
に

上
手
く
伝
わ
ら
な
い
こ
と
や
、
気
持
ち

に
余
裕
が
な
く
生
徒
の
行
動
や
発
言
に

し
っ
か
り
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
授
業
に
お
い

て
は
、
生
徒
の
実
態
把
握
が
不
十
分
で

あ
り
、
作
品
制
作
に
お
い
て
個
に
応
じ

た
指
導
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
自
分
の
指
導
力
・
授
業
力
不
足

を
痛
感
す
る
毎
日
で
、
生
徒
に
申
し
訳

な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
教

師
一
年
目
の
最
初
か
ら
全
て
上
手
く

い
く
こ
と
は
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て

も
、
生
徒
か
ら
し
た
ら
年
数
な
ど
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
現
状
を
打
開
す
る

た
め
に
、
私
は
二
つ
の
こ
と
を
心
が
け

ま
し
た
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
先
輩
の
先

生
方
か
ら
積
極
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
く
こ
と
で
す
。
私
は
毎
日
が
い
っ

ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
、
悩
み
を
一
人
で
抱

え
込
み
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
上
手
く
い
か
な
い
学
級
経
営

の
何
か
ら
改
善
す
れ
ば
良
い
の
か
わ
か

ら
ず
、
自
分
の
指
導
力
不
足
に
落
ち
込

む
日
々
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
抱
え
込
ん

で
い
て
も
、
現
状
は
何
も
変
わ
ら
な
い

と
思
い
、
自
分
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
経

験
を
さ
れ
て
き
た
先
輩
の
先
生
方
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し

た
。
最
初
は
生
徒
へ
の
話
し
方
、
話
の

聞
か
せ
方
、
規
律
の
作
り
方
が
大
切
だ

と
教
わ
り
、
実
践
に
活
か
し
て
い
き
ま

し
た
。
す
る
と
、
次
第
に
で
す
が
、
学

級
経
営
に
頭
を
悩
ま
す
こ
と
が
減
っ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
教
科
の
授
業
づ

く
り
で
も
、
他
校
の
美
術
の
先
生
と
お

話
し
す
る
機
会
が
あ
っ
た
際
に
、
題
材

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た

り
、
テ
ス
ト
の
作
り
方
な
ど
教
え
て
い

た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
特
に
教
科
の

方
は
、
学
校
で
私
一
人
し
か
い
な
い
た

め
、
自
分
か
ら
動
い
て
情
報
を
得
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、失
敗
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

次
に
活
か
す
こ
と
で
す
。
学
級
経
営
に

お
い
て
も
、教
科
の
授
業
に
お
い
て
も
、

上
手
く
い
っ
た
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の

失
敗
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
の
で
は
な

く
、
何
か
し
ら
行
動
を
起
こ
し
て
改
善

に
活
か
す
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
特

に
美
術
の
授
業
で
、
生
徒
か
ら
思
う
よ

う
な
反
応
が
返
っ
て
こ
な
い
こ
と
、
作

品
作
り
が
難
し
そ
う
な
様
子
が
見
受
け

ら
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
授
業
の
流
れ

や
指
導
の
手
立
て
を
見
直
す
よ
う
に
し

ま
し
た
。
す
る
と
、
個
別
指
導
に
か
け

る
時
間
を
増
や
し
、
生
徒
一
人
一
人
と

し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
で
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
ま

す
。
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま

で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
同
僚
の
先
生

方
、
保
護
者
の
方
々
、
家
族
、
友
人
、

そ
し
て
何
よ
り
生
徒
の
お
か
げ
で
す
。

担
任
の
生
徒
は
中
学
校
一
年
生
、
私
は

教
師
一
年
生
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
出

来
事
を
通
し
と
も
に
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
教
師
と
し
て

未
熟
で
す
が
、
私
が
憧
れ
た
担
任
の
先

生
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
生
徒
と
ぐ

ん
ぐ
ん
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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周
囲
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て

八
幡
浜
市

　

千
丈
小
教
諭

佐
々
木　

航

（
令
五
卒
）

　
「
愛
媛
県
で
教
員
と
し
て
働
き
た
い
」

と
い
う
志
を
抱
き
、
愛
媛
大
学
の
門
を

く
ぐ
っ
た
の
が
二
〇
二
〇
年
四
月
。
大

学
で
受
け
ら
れ
る
専
門
性
の
高
い
教
育

や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
一
人
暮
ら
し
や
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
体
験
し

た
こ
と
の
な
い
出
来
事
に
心
躍
ら
せ
て

い
た
我
々
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
世
界
的
な
疫

病
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
九
年
の
年
末
か

ら
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
二
〇
二
〇
年
に
な
っ
て
全
世
界
に

流
行
、
日
本
で
も
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
結
果
、
入
学

式
は
中
止
と
な
り
、
大
学
で
の
活
動
も

著
し
く
制
限
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
事
情
に

よ
り
、
想
像
し
て
い
た
「
華
の
大
学
生

活
」
を
送
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
わ

け
だ
が
、
外
出
を
自
粛
し
オ
ン
ラ
イ
ン

で
授
業
を
受
け
て
い
た
期
間
が
全
く
の

無
駄
だ
っ
た
と
は
思
わ
な
い
。
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄
な
期
間
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
一
つ
ひ
と
つ
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
意
識

や
、
制
限
の
中
で
何
と
か
試
行
錯
誤
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
が
身
に
付
い
た
。
ま

た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
触
れ
る
機
会

が
増
え
た
こ
と
で
、
現
在
の
教
育
現
場

で
整
備
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
環
境
に
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
さ
に
け
が

の
功
名
で
あ
る
。

　

二
回
生
の
後
半
か
ら
は
規
制
が
緩
和

さ
れ
、
通
常
の
大
学
生
活
が
戻
っ
て
き

た
。
三
回
生
の
時
に
行
わ
れ
た
教
育
実

習
も
コ
ロ
ナ
以
前
の
形
態
に
戻
り
、
愛

媛
大
学
附
属
小
学
校
で
一
か
月
間
、
子

ど
も
た
ち
を
相
手
に
「
教
師
」
と
し
て

向
き
合
っ
た
。
実
習
中
の
一
か
月
は
、

正
直
に
言
っ
て
辛
く
し
ん
ど
い
経
験
も

多
か
っ
た
が
、
子
ど
も
と
触
れ
合
う
喜

び
や
仲
間
と
共
に
物
事
に
取
り
組
む
良

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
三
回
生
の
後
期
か
ら
、
卒
業

研
究
と
同
時
進
行
で
、
教
員
採
用
試
験

の
勉
強
が
始
ま
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
共

に
学
ぶ
仲
間
の
存
在
が
励
み
に
な
っ

た
。
お
互
い
の
進
捗
状
況
に
刺
激
を
受

け
合
い
、
少
し
し
ん
ど
く
な
っ
た
時
は

支
え
合
っ
た
。
ま
た
、
ゼ
ミ
や
進
路
指

導
の
先
生
方
に
も
熱
心
に
ご
指
導
い
た

だ
い
た
お
陰
で
、
卒
業
研
究
も
教
員
採

用
試
験
も
無
事
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

さ
て
、
教
員
採
用
試
験
で
、
今
で
も

覚
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
二
次
試
験

の
面
接
で
、
一
通
り
の
や
り
取
り
を
終

え
た
後
、
面
接
官
の
方
か
ら
「
こ
れ
は

合
否
に
は
一
切
関
係
な
い
が
、
赴
任
先

の
希
望
は
あ
る
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。

事
前
の
面
接
指
導
で
は
、な
る
べ
く「
ど

こ
で
も
い
い
で
す
」
と
答
え
る
よ
う
に

指
導
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
ど
う
せ
働

く
の
な
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
南
予
、
更
に

言
う
な
ら
地
元
の
八
幡
浜
が
よ
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、「
ど
こ
で
も
よ
い
が
、

あ
え
て
言
う
な
ら
地
元
の
南
予
や
八
幡

浜
に
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
い
う
返
答

を
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
返
答
を
し
た
か
ら
か
、
希

望
通
り
に
八
幡
浜
市
内
に
あ
る
千
丈
小

学
校
に
赴
任
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

千
丈
小
学
校
の
児
童
は
、
挨
拶
の
声

が
大
き
く
、
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
。
ま
た
、
授
業
や
行
事
に
真
面
目

に
取
り
組
み
、
全
員
で
物
事
に
関
わ
ろ

う
と
す
る
姿
勢
が
身
に
付
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
彼
ら
が
生
来
持
っ
て
い
る
資

質
に
加
え
、家
庭
や
地
域
で
の
教
育
と
、

こ
れ
ま
で
に
千
丈
小
学
校
の
学
校
教
育

に
携
わ
っ
て
き
た
先
生
方
の
努
力
の
結

晶
で
あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

は
、
自
分
も
そ
の
活
動
の
輪
に
加
わ
る

の
だ
。
た
だ
喜
ば
し
い
だ
け
で
な
く
、

責
任
重
大
で
あ
る
。
恥
ず
か
し
い
こ
と

だ
が
、
初
め
て
子
ど
も
た
ち
の
前
に
立

つ
四
月
の
こ
の
段
階
で
、
よ
う
や
く
教

員
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
て
き
た
。

　

校
長
先
生
の
ご
配
慮
も
あ
っ
て
、
最

も
人
数
が
少
な
い
二
年
生
の
学
級
担
任

を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人
数
は

わ
ず
か
八
人
で
、
初
任
者
な
が
ら
四
十

人
近
い
学
級
を
担
任
し
て
い
る
中
予
・

東
予
の
先
生
方
と
は
、
学
級
で
の
業
務

量
に
大
き
な
差
が
あ
る
だ
ろ
う
と
推
測

で
き
る
。
そ
れ
で
も
、
苦
労
を
感
じ
る

こ
と
は
多
々
あ
る
。
毎
日
の
授
業
や
生

徒
指
導
、
運
動
会
や
水
泳
・
陸
上
記
録

会
な
ど
の
行
事
に
、
様
々
な
校
務
分
掌

�
�
。
頭
で
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り

で
も
、
い
ざ
実
際
に
現
場
に
立
っ
て
み

る
と
別
物
で
、
上
手
く
い
か
な
い
こ
と

の
方
が
多
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
心
が
折
れ
な
か
っ
た
の

は
、
周
り
の
先
生
方
に
支
え
て
い
た
だ

い
た
お
陰
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
校
務

で
忙
し
い
中
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
尋

ね
て
も
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
、
丁
寧
に
教

え
て
い
た
だ
い
た
。
管
理
職
の
先
生
方

も
、
普
段
は
優
し
く
見
守
っ
て
い
た
だ

き
、
ふ
と
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
声
を
掛

け
て
い
た
だ
い
た
。
近
す
ぎ
ず
遠
す
ぎ

ず
の
絶
妙
な
距
離
感
で
関
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
た
め
、
不
自
由
を
感
じ
る
こ
と

な
く
校
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

た
。
先
輩
の
先
生
方
に
は
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
が

二
〇
二
四
年
の
十
一
月
だ
か
ら
、
教
員

に
な
っ
て
か
ら
半
年
以
上
が
経
過
し
た

こ
と
に
な
る
。
ま
だ
ま
だ
苦
手
な
こ
と

も
あ
る
が
、
四
月
に
比
べ
る
と
少
し
は

教
員
ら
し
く
な
っ
た
と
思
い
た
い
。
ま

た
、
今
担
任
し
て
い
る
二
年
生
と
共
に

過
ご
す
期
間
も
、
も
う
残
り
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
た
ち
と
積
極
的
に
関
わ
り
、
良
い
状

態
で
次
の
学
年
に
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
し
て
、

支
え
て
く
れ
る
周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
そ
の
恩
を
返
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
員
と
し
て

日
々
成
長
し
て
い
き
た
い
。
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会
を
用
意
し
、
答
え
ら
れ
た
と
き
に
は

と
に
か
く
褒
め
る
よ
う
に
し
て
み
た
。

褒
め
る
機
会
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
授
業

に
し
て
か
ら
、
生
徒
が
笑
顔
で
聞
い
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。
褒
め

ら
れ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

で
、
生
徒
が
安
心
し
て
授
業
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
る
。

　

以
上
、
三
つ
の
こ
と
を
意
識
し
な
が

ら
授
業
を
組
み
立
て
て
い
る
。今
も「
う

ま
く
い
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
授
業
が

で
き
る
こ
と
は
多
く
な
い
が
、
こ
の
意

識
を
続
け
て
い
け
ば
、
き
っ
と
今
の
授

業
を
さ
ら
に
よ
く
し
て
い
け
る
と
信
じ

て
い
る
。

　

教
材
研
究
は
時
間
が
か
か
る
し
、
考

え
出
し
た
ら
き
り
が
な
い
。
正
直
し
ん

ど
い
と
思
う
と
き
も
あ
る
が
、
自
分
も

生
徒
も
一
生
懸
命
な
瞬
間
が
授
業
で
生

ま
れ
る
と
、
つ
い
楽
し
く
な
っ
て
の
め

り
込
ん
で
し
ま
う
。
少
し
で
も
自
分
の

授
業
で
「
国
語
が
好
き
だ
」
と
い
う
生

徒
が
増
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
汗

水
を
流
し
な
が
ら
全
力
で
授
業
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

初
任
者
の
頃
は
、
黒
板
の
前
で
滝
の

よ
う
な
汗
を
か
き
な
が
ら
授
業
を
し
て

い
た
。
き
っ
と
自
分
に
自
信
が
持
て
な

か
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
答
え
に
く
い

発
問
を
し
て
生
ま
れ
る
沈
黙
は
地
獄
の

よ
う
だ
っ
た
。

　

国
語
科
教
員
に
な
っ
て
か
ら
、
も
う

五
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
ま
だ
ま

だ
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
く
冷
や

汗
を
か
く
こ
と
ば
か
り
だ
が
、
以
前
よ

り
は
自
分
の
授
業
に
自
信
が
持
て
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
の
目
標
は
、「
で
き

る
だ
け
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
授
業
を

す
る
。」
と
い
う
こ
と
だ
。
多
く
の
先

生
方
の
授
業
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、助
言
を
い
た
だ
い
た
り
す
る
中
で
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
実

践
し
て
い
る
三
つ
を
書
き
た
い
。

　

ま
ず
一
つ
目
に
意
識
し
て
い
る
の

は
、
導
入
の
五
分
を
こ
だ
わ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
私
は
授
業
の
導
入
の
五
分
間

に
何
を
話
す
か
を
メ
モ
に
書
き
出
す
よ

う
に
し
て
い
る
。（
実
際
、
全
授
業
書

き
出
す
の
は
さ
す
が
に
身
が
持
た
な
い

の
で
週
の
う
ち
の
二
、
三
コ
マ
だ
け
書

く
よ
う
に
し
て
い
る
。）
い
ざ
五
分
間

の
話
す
内
容
を
書
き
起
こ
し
て
み
る

と
、
自
分
の
話
に
は
無
駄
が
多
い
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ

こ
か
ら
無
駄
を
省
い
て
、
分
か
り
に
く

い
言
葉
を
変
え
て
、
必
要
な
情
報
を
付

け
加
え
て
�
�
と
し
て
い
る
と
、
す
っ

き
り
と
し
た
文
章
に
な
っ
て
く
る
。
そ

の
導
入
で
授
業
を
始
め
て
い
く
と
、
以

前
よ
り
も
テ
ン
ポ
が
よ
く
な
っ
た
よ
う

に
思
う
。
授
業
の
中
で
リ
ズ
ム
が
生
ま

れ
、
自
信
を
持
っ
て
笑
顔
で
振
る
舞
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
導
入
が
う
ま
く
い

く
と
、
そ
の
一
コ
マ
で
生
徒
が
居
眠
り

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
行
き
当

た
り
ば
っ
た
り
で
は
な
く
、
最
初
の
準

備
を
し
て
授
業
に
臨
む
だ
け
で
こ
ん
な

に
も
変
わ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
実
感

で
き
た
た
め
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

二
つ
目
に
意
識
し
て
い
る
の
は
、
丸

付
け
を
授
業
に
組
み
込
む
と
い
う
こ
と

だ
。
授
業
で
は
、
投
げ
掛
け
た
問
い
の

答
え
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、
書
け
た
生

徒
か
ら
教
卓
の
前
に
い
る
自
分
の
と
こ

ろ
へ
持
っ
て
こ
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
問
い
は
皆
が
解
け
る
よ
う
な
簡
単

な
も
の
を
用
意
し
、
難
し
い
も
の
は
解

け
る
人
だ
け
取
り
組
ま
せ
て
い
る
。
そ

う
す
れ
ば
、
全
員
が
一
度
は
必
ず
ノ
ー

ト
を
持
っ
て
丸
付
け
を
受
け
に
来
る
こ

と
が
で
き
る
。
中
学
生
が
皆
の
前
で
丸

付
け
を
さ
れ
て
、
う
れ
し
い
の
だ
ろ
う

か
�
�
と
疑
問
に
思
う
と
き
も
あ
っ
た

が
、
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
、
生
徒
は
と

て
も
生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
発
問
に

向
き
合
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

教
卓
の
前
に
丸
付
け
の
列
が
で
き
始
め

る
と
、
友
達
よ
り
も
早
く
解
き
た
い
と

思
う
の
だ
ろ
う
か
、
競
い
合
っ
て
一
生

懸
命
問
題
に
向
き
合
う
生
徒
が
増
え

た
。
ま
た
、
大
き
な
丸
を
付
け
て
返
す

と
す
ぐ
に
、
解
け
な
か
っ
た
問
題
に
挑

戦
し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
さ

ら
に
、
丸
付
け
に
よ
っ
て
教
師
に
認
め

ら
れ
た
と
い
う
思
い
を
持
ち
、
授
業
中

に
手
を
挙
げ
て
発
表
す
る
生
徒
も
増
え

た
よ
う
に
思
う
。
丸
付
け
に
少
々
時
間

は
か
か
る
が
、
国
語
に
苦
手
意
識
を
持

つ
生
徒
も
前
向
き
に
学
習
に
取
り
組
め

る
方
法
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

三
つ
目
に
意
識
し
て
い
る
の
は
、
と

に
か
く
褒
め
る
と
い
う
こ
と
だ
。
私
は

授
業
に
と
て
も
意
欲
的
な
生
徒
や
、
反

対
に
あ
ま
り
意
欲
的
で
な
い
生
徒
に
ば

か
り
意
識
が
向
い
て
し
ま
い
が
ち
な
の

だ
が
、
あ
る
先
生
に
「
そ
の
間
に
い
る

生
徒
を
た
く
さ
ん
褒
め
て
あ
げ
て
」
と

い
う
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
確
か
に
言

わ
れ
て
み
れ
ば
、
私
は
中
間
層
の
生
徒

を
褒
め
る
機
会
が
極
端
に
少
な
か
っ

た
。
授
業
で
な
か
な
か
手
を
挙
げ
ら
れ

な
い
生
徒
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る
機

宇
和
島
市

　

城
東
中
教
諭

木
下
翔
太
郎

（
令
二
卒
） 

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

　
授
業
を
目
指
し
て
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「
社
会
に
は
貧
困
や
障
が
い
な
ど
が

原
因
で
、
自
分
の
望
ん
だ
教
育
が
受
け

ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
数
多
く
い

る
。」

　

こ
れ
は
愛
媛
大
学
教
育
学
部
の
学
生

だ
っ
た
私
が
、
あ
る
講
義
を
通
し
て

知
っ
た
事
実
で
す
。
こ
の
事
実
を
知
っ

た
時
、
私
は
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
自

分
の
望
ん
だ
教
育
を
望
ん
だ
場
所
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
就
学
援

助
を
し
た
り
、
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
た
り
し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
学
校
事
務
職
員
を
目
指
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
愛
媛
大
学

教
育
学
部
を
卒
業
し
、
早
い
も
の
で
学

校
事
務
職
員
と
し
て
働
き
始
め
て
か
ら

一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
は
、
学
校
事
務
職
員
と
し
て
の

一
年
間
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
学
校
事

務
職
員
の
実
際
に
つ
い
て
皆
様
に
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
私
の
勤
務
先
で
あ
る
愛
南

町
立
城
辺
小
学
校
と
城
辺
共
同
学
校
事

務
室
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

第
一
に
、愛
南
町
立
城
辺
小
学
校
は
、

「
み
ん
な
は
ひ
と
り
の
た
め
に
ひ
と
り

は
み
ん
な
の
た
め
に
」
を
校
訓
と
し
、

友
達
や
仲
間
を
大
切
に
で
き
る
子
ど
も

た
ち
が
数
多
く
い
ま
す
。
ま
た
、
挨
拶

を
大
切
に
し
て
お
り
、
毎
朝
多
く
の
六

年
生
が
正
面
玄
関
に
立
ち
、
自
主
的
に

挨
拶
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
強
固
で
あ
る
こ

と
も
城
辺
小
学
校
の
特
徴
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
毎
朝
の
登
校
は
必
ず
地
域
の

方
々
が
見
守
っ
て
お
り
、
校
門
ま
で
地

域
の
方
が
付
い
て
き
て
く
だ
さ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

第
二
に
、
城
辺
共
同
学
校
事
務
室
は

五
人
の
学
校
事
務
職
員
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
五
人
で
拠
点
校
で
あ
る
城
辺
小

学
校
を
含
め
た
全
七
校
の
小
中
学
校
に

関
係
す
る
事
務
処
理
を
進
め
て
い
ま

す
。
基
本
的
に
は
拠
点
校
で
あ
る
城
辺

小
学
校
内
に
あ
る
事
務
室
に
お
り
、
そ

こ
で
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
週
に

一
回
は
複
数
人
で
手
分
け
し
て
城
辺
小

学
校
以
外
の
六
校
を
訪
問
し
、
各
学
校

に
実
際
に
足
を
運
ば
な
け
れ
ば
で
き
な

い
事
務
処
理
を
行
っ
た
り
、
各
学
校
の

校
長
先
生
や
先
生
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
学
校
事
務
職
員
の
仕
事
内
容

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
文

書
受
付
、
町
会
計
関
係
事
務
、
旅
費
請

求
関
係
事
務
の
三
つ
の
業
務
を
取
り
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
の
文
書
受
付
と
は
、
学
校
に

届
く
メ
ー
ル
や
文
書
を
受
け
付
け
、
回

覧
す
る
と
い
う
業
務
で
す
。
学
校
に
届

く
文
書
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
な

ど
、
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
個
人
情

報
が
記
さ
れ
た
特
定
の
人
に
し
か
見
せ

て
は
い
け
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
各
文
書
の
違
い
に
気
を
付
け
な

が
ら
、
適
切
に
各
文
書
を
取
り
扱
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
町
会
計
関
係
事
務
と
は
、

簡
単
に
言
え
ば
、
学
校
に
必
要
な
消
耗

品
等
を
購
入
し
、
そ
の
消
耗
品
の
代
金

の
支
払
い
を
町
に
請
求
す
る
と
い
う
業

務
で
す
。
町
か
ら
各
学
校
に
配
分
さ
れ

る
予
算
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
予
算

内
で
学
校
に
必
要
な
消
耗
品
等
を
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
先
生
方

と
相
談
し
な
が
ら
業
務
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

三
つ
目
の
旅
費
請
求
関
係
事
務
と

は
、
先
生
方
が
県
内
外
に
出
張
に
行
っ

た
際
の
旅
費
を
県
に
請
求
す
る
業
務
で

す
。
先
生
方
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
く

出
張
伺
を
基
に
「
旅
費
シ
ス
テ
ム
」
を

活
用
し
て
出
張
申
請
を
行
い
、
出
張
後

に
は
出
張
報
告
を
行
う
こ
と
で
、
適
切

な
金
額
が
先
生
方
に
支
払
わ
れ
る
よ
う

に
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
学
校
事
務
職
員
の
喜
び
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。私
は
日
々
、様
々

な
場
面
で
、
学
校
事
務
職
員
と
し
て
の

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
自

分
の
購
入
し
た
消
耗
品
が
学
校
の
あ
ら

ゆ
る
場
所
・
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る

の
を
見
る
と
、
非
常
に
う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
数
か

月
前
の
出
来
事
な
の
で
す
が
、
私
は
、

あ
る
先
生
の
県
外
出
張
申
請
に
お
い

て
、
研
修
会
場
ま
で
の
経
路
を
検
索
・

確
定
さ
せ
た
り
、旅
行
業
者
に
ホ
テ
ル
・

公
共
交
通
機
関
の
手
配
を
依
頼
し
た
り

と
、
慣
れ
な
い
事
務
処
理
に
少
々
疲
労

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
外

出
張
の
前
日
、
そ
の
先
生
か
ら
「
あ
り

が
と
う
。
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
行
っ
て
き
ま
す
。」
と
言
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
瞬
間
に
全
て
の
疲
れ
が

吹
き
飛
び
、
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
と
心

か
ら
思
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
新
米
学

校
事
務
職
員
で
あ
る
私
に
で
き
る
こ
と

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
私
の
行
っ
た

業
務
が
子
ど
も
た
ち
と
先
生
方
の
役
に

立
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
私
の
喜
び

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
が
学
校
事
務
職
員
と
し

て
働
い
て
い
く
上
で
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど

も
た
ち
の
学
校
生
活
に
積
極
的
に
関
わ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、

毎
朝
の
挨
拶
運
動
に
は
必
ず
参
加
し
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
挨
拶
を
交

わ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
の
給
食

準
備
に
も
携
わ
り
、
食
缶
の
運
搬
、
配

膳
等
の
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
も
、
運
動
会
や
水
泳
競
技
大

会
、
陸
上
競
技
大
会
な
ど
の
行
事
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
が
頑

張
っ
て
い
る
姿
を
目
に
焼
き
付
け
て
い

ま
す
。
私
は
城
辺
共
同
学
校
事
務
室
の

「
事
務
職
員
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
城

辺
小
学
校
の
「
教
職
員
」
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
自
覚
を
胸
に
、
子
ど
も
た
ち

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
今

後
も
学
校
事
務
職
員
と
し
て
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛
南
町

　

城
辺
小
主
事

松
浦　

未
夢

（
令
六
卒
）

学
校
事
務
職
員
と
し
て
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教
育
学
部
の
今

2024年度から教育学部が新しくなりました！
変わったポイント
point1
　複数の免許状をもつことで、学校間の接続や教科等の横断的な視点から多様性や連続性に対応した
指導のできる先生を目指します！
point2
　１年次から４年次まで同じサブコースの仲間と共に学び合い、チームワークで現代の教育課題に立
ち向かえる先生を目指します。
教育学部は、１課程２コース６サブコース
　教育学部は学校教員養成課程に教育発達実践コースと初等中等教科コースの２コース、６つのサブ
コースを設けています。初等中等教科コースでは、３つのサブコースの中に各教科があります。

取得免許状について
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学
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

愛
媛
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
で

　
水
上
安
全
法
短
期
講
習
を
実
施
し
ま
し
た

　

令
和
六
年
七
月
十
八
日
㈭
、
愛
媛
大

学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
に
お
い
て
、

水
上
安
全
法
短
期
講
習
（
命
を
守
る
着

衣
泳
講
習
会
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
こ
ど
も
を
水
の
事

故
か
ら
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
日
本

赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
の
協
力
の
も
と

実
施
さ
れ
、
附
属
小
学
校
の
四
年
生
約

九
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
日
本
赤
十
字
社
の
指
導

員
か
ら
、昨
年
度
夏
期
（
七
月
～
八
月
）

に
お
け
る
全
国
の
水
難
事
故
発
生
件
数

及
び
水
難
事
故
発
生
時
の
状
況
（
入
水

時
及
び
着
衣
状
態
の
時
に
事
故
が
発
生

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
等
）
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
入
水
方
法
（
入
水
前
に
心

臓
に
負
担
を
か
け
な
い
形
で
体
に
水
を

か
け
る
順
番
及
び
岸
辺
に
手
を
つ
け
た

ま
ま
水
深
を
確
認
す
る
方
法
等
）
の
説

明
及
び
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
後
、
子
ど
も
た
ち
も
着
衣
の
ま

ま
プ
ー
ル
に
入
り
、
対
面
の
プ
ー
ル
サ

イ
ド
ま
で
歩
い
て
横
断
す
る
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
指
導
員
か
ら
、
本
講
習
最

大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
あ
わ
て
ず

に
、
浮
い
て
、
救
助
を
待
つ
」
技
術
を

身
に
付
け
る
た
め
に
、
背
浮
き
（
水
面

で
仰
向
け
に
な
り
、
体
に
力
を
入
れ
ず

に
四
肢
を
大
の
字
に
開
き
、
顔
を
出
す

姿
勢
）
の
習
得
が
重
要
で
あ
る
こ
と
及

び
水
難
時
に
背
浮
き
の
姿
勢
を
取
る
べ

き
理
由
（
人
間
が
真
水
に
入
っ
た
際
、

人
体
の
う
ち
、
水
面
に
浮
か
ぶ
の
は
全

体
の
二
％
だ
け
で
あ
り
、
水
難
時
は
そ

の
二
％
を
顔
面
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
た
め
）
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
三
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
二
～
三
人
ず
つ
バ
デ
ィ
を
組

み
、
指
導
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
背

浮
き
の
技
術
を
教
わ
り
、
一
分
間
の
背

浮
き
テ
ス
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
達
成
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
胸
元
に
抱
い
た

状
態
（
ラ
ッ
コ
の
ポ
ー
ズ
）
で
の
背
浮

き
体
験
も
並
行
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
ズ
、

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
ラ
ン
ド
セ
ル
等

も
浮
き
輪
代
わ
り
に
な
る
こ
と
、
水
辺

で
遊
ぶ
場
合
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
用
す
る
こ
と
、
水
辺
で
溺
れ
て
い
る

人
を
目
撃
し
た
場
合
は
周
囲
の
人
に
助

け
を
求
め
る
こ
と
、
消
防
等
に
通
報
す

る
こ
と
及
び
浮
き
輪
代
わ
り
に
な
り
得

る
も
の
を
投
げ
込
む
こ
と
等
が
重
要
で

あ
る
旨
指
導
員
か
ら
説
明
が
あ
り
、
夏

休
み
を
目
前
に
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

水
難
に
関
す
る
様
々
な
知
識
や
技
術
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

愛媛大学ＨＰより

子どもたちが水深を確認している様子 日本赤十字社職員による説明の様子

空のペットボトルを使用した背浮きの練習の様子 １分間の背浮きチャレンジの様子
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愛
媛
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
で

「
防
災
・
減
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
」
を
実
施
し
ま
し
た

　

令
和
六
年
九
月
三
日
㈫
、
愛
媛
大
学

教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
に
お
い

て「
防
災
・
減
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
」（
防

災
講
座
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
、
日
常
的
な
備
え
の
重

要
性
や
、
被
災
後
に
自
身
や
家
族
、
身

の
回
り
の
人
の
命
を
守
る
た
め
の
手
段

や
道
具
の
使
い
方
等
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支

部
の
協
力
の
も
と
実
施
さ
れ
、
附
属
特

別
支
援
学
校
高
等
部
の
生
徒
二
十
二
人

及
び
教
員
、
教
育
実
習
生
十
六
人
の
計

三
十
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
職
員
室
、
会
議
室
及
び
調

理
室
を
そ
れ
ぞ
れ
「
避
難
所
」「
救
命

救
急
室
」「
炊
き
出
し
場
」
に
見
立
て
、

日
本
赤
十
字
社
職
員
に
よ
る
指
導
の
も

と
、
生
徒
た
ち
は
各
種
体
験
に
挑
み
ま

し
た
。

　

避
難
所
ブ
ー
ス
で
は
、
段
ボ
ー
ル
製

の
簡
易
ベ
ッ
ド
及
び
簡
易
ト
イ
レ
の
組

み
立
て
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
組
み

立
て
後
は
実
際
の
寝
心
地
や
座
り
心
地

等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

救
命
救
急
室
ブ
ー
ス
で
は
、
日
本
赤

十
字
社
で
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
救

護
服
を
着
用
し
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

使
用
等
に
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

簡易ベッドを組み立てる様子 救護服を着用して心臓マッサージの訓練を行う様子

ハイゼックス袋を使用して米飯を炊き出す様子 日本赤十字社職員による事前説明の様子

　

調
理
室
ブ
ー
ス
で
は
、
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
等
の
各
種
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
全
て

途
絶
し
た
と
い
う
設
定
の
も
と
、
ハ
イ

ゼ
ッ
ク
ス
袋
（
耐
熱
性
の
高
い
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
製
の
袋
）
及
び
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
を
使
用
し
て
米
飯
を
炊
き
出
し
、
生

徒
た
ち
が
持
参
し
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー

や
缶
詰
等
の
非
常
食
を
そ
の
日
の
昼
食

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
電
機
の
使
い
方
や
、
事
前

に
展
示
さ
れ
て
い
た
救
援
物
資
や
過
去

の
災
害
時
の
様
子
を
記
録
し
た
パ
ネ
ル

等
を
見
学
す
る
な
ど
、
生
徒
た
ち
は
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

附
属
特
別
支
援
学
校
で
は
、
今
回
の

よ
う
な
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
、
子

ど
も
た
ち
の
防
災
・
減
災
の
意
識
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。

愛媛大学ＨＰより
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　附属小学校では、文化祭を行わない方針となった一方で、子どもたちから「もっといろいろなイベントを体験したい」

という強い要望が寄せられていました。この声に応える形で、教職員や後援会が主体となり、今回のイベントを企画

しました。本事業では、子どもたちの願いを叶えることを第一の目的とし、さらにコロナ禍によって経験が不足して

いる子どもたちに、新たな学びや喜びを提供することを目指しました。また、この機会を通じて、子どもたちが自主的・

実践的に活動する力を養い、主体性を伸ばすことにも重点を置いています。

　イベント当日は、附属小学校の教室や廊下等を活用し、各所にブースを設置しました。教職員やＰＴＡ、後援会が

協力して夏にぴったりなゲームやアクティビティを企画し、子どもたちは友達や兄弟姉妹と一緒に様々な催しを楽し

む姿が見られました。射的や輪投げ、くじ引きといったおなじみのゲームだけでなく、創意工夫を凝らした新しい企

画もあり、参加者たちは時間いっぱい熱中していました。久しぶりの大規模なイベントに、子どもたちは目を輝かせ、

笑顔を絶やさずに活動していました。

　コロナ禍で行事が制限され、学校での活動が減少していた子どもたちにとって、このイベントは非常に貴重な体験

となりました。日常では得られない刺激や体験が豊富にあり、新しい発見をしたり、これからの学校生活に役立てた

いと感じたりする様子も見受けられました。一方で、予想を上回る参加者が集まったことで、ブースの混雑や回りき

れない子どもが出るなど、いくつかの課題も明らかになりました。今後はブースの数を増やす、時間配分を工夫する

などの改善策を検討する必要があります。

　それでも、参加した子どもたちは概ね満足した様子で、楽しい思い出を作ることができました。今回のイベントは、

子どもたちにとって新鮮で意義のある経験となり、学校生活の新たな活力となる一歩を提供できたと考えています。

　支部活動報告
� 　附属支部

夏フェス　in　附小　2024
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教
育
学
部
創
立
七
十
五
周
年
記
念

第
十
九
回
教
育
学
部
同
窓
会

懇
親
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　

理
事越

智　

政
英

（
平
六
卒
）

　

令
和
六
年
八
月
二
十
五
日
（
日
）、

愛
媛
大
学
生
協
パ
ル
ト
に
お
い
て
、「
教

育
学
部
創
立
七
十
五
周
年
記
念
第
十
九

回
教
育
学
部
同
窓
会
懇
親
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け

で
二
回
の
中
止
を
経
て
の
開
催
に
な
り

ま
し
た
。

　

受
付
時
に
は
、
出
席
さ
れ
た
方
々
が

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
笑
顔
で
喜
び
合
う

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
学
部
七
十
五
周

年
の
今
年
は
、懇
親
会
場
を
学
内
に
し
、

希
望
す
る
方
に
は
、
開
始
前
に
現
在
の

教
育
学
部
の
施
設
を
案
内
し
て
回
り
、

内
部
の
様
子
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
す
っ
か
り
新
し
く
な
っ
た
校
舎

と
、
ご
自
身
の
記
憶
の
中
の
校
舎
を
思

い
較
べ
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
実
感

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
二
階
の
食
堂
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
の
た
め
に
、
や
や
照
明

を
落
と
し
た
ム
ー
デ
ィ
ー
な
雰
囲
気
で

す
。
開
始
時
刻
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
各

テ
ー
ブ
ル
の
席
が
次
々
に
埋
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
ど
の
参
加
者
も
笑
顔
で
声
が

弾
み
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

つ
い
に
開
会
で
す
。会
に
先
ん
じ
て
、

前
回
（
二
〇
一
八
年
）
の
懇
親
会
か
ら

今
日
ま
で
の
物
故
会
員
に
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
髙
橋
治
郎
会
長
か
ら
、

開
会
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
六
年
ぶ

り
の
懇
親
会
開
催
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、

同
窓
会
の
こ
れ
ま
で
と
今
後
に
向
け

て
、
課
題
を
明
確
に
し
取
り
組
ん
で
い

く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、ご
来
賓
の
仁
科
弘
重
学
長
、

日
野
克
博
教
育
学
部
長
か
ら
、
お
祝
い

の
言
葉
と
と
も
に
、
愛
媛
大
学
並
び
に

大
学
創
立
七
十
五
周
年
を
迎
え
た
教
育

学
部
の
現
状
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
教
育
学
部
で
は
、
従
来
の
教

員
養
成
と
し
て
の
役
割
に
加
え
て
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
様
々
な
取
組

が
行
わ
れ
て
お
り
、
入
口
の
入
学
以
前

の
段
階
か
ら
出
口
の
卒
業
後
の
サ
ポ
ー

ト
等
ま
で
、
よ
り
広
範
囲
に
渡
っ
て
大

学
が
愛
媛
の
教
育
に
貢
献
し
よ
う
と
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
愛
媛
大
学
邦
楽
部
に
よ
る

記
念
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
現
役
の
学

生
に
よ
る
琴
、
三
味
線
、
尺
八
の
三
種

類
の
和
楽
器
の
合
奏
で
、
ジ
ブ
リ
作
品

で
お
な
じ
み
の
曲
「
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー

ド
」「
い
つ
も
何
度
で
も
」が
演
奏
さ
れ
、

会
場
全
体
が
や
わ
ら
か
な
音
色
に
包
み

込
ま
れ
て
、
心
地
よ
い
雰
囲
気
を
楽
し

め
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
開
宴
で
す
。
よ
く
冷
え
た

飲
み
物
を
手
に
、
奥
定
一
孝
先
生
の
掛

け
声
に
合
わ
せ
て
乾
杯
を
し
た
後
は
、

皆
さ
ん
一
斉
に
好
き
な
料
理
を
取
り
に

行
き
ま
す
。
大
学
生
協
特
製
の
、
に
ぎ

り
寿
司
、
立
派
な
鯛
の
塩
焼
き
の
周
囲

に
置
か
れ
た
そ
う
め
ん
、
チ
キ
ン
や
野

菜
、
果
物
等
各
種
の
豪
華
な
料
理
や
、

ビ
ー
ル
、
日
本
酒
、
焼
酎
、
ジ
ュ
ー
ス

等
の
飲
み
物
が
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
好
み
の
料
理
を
つ
つ
き
な

が
ら
、
近
く
の
席
や
な
じ
み
の
顔
の
い

る
席
で
、
お
互
い
に
近
況
を
報
告
し

あ
っ
た
り
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り

し
て
、
賑
や
か
に
懇
親
会
は
進
ん
で
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、
世
代
の
異
な
る
人

同
士
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
過
ご
し
て
き

た
環
境
の
違
い
に
驚
い
た
り
感
心
し
た

り
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

一
通
り
話
が
弾
ん
だ
頃
合
い
を
見
計

ら
っ
て
、
有
志
に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
タ
イ

ム
を
行
い
ま
し
た
。
我
こ
そ
は
と
い
う

同
窓
生
が
前
に
集
合
し
、
同
学
年
や
同

じ
課
程
の
仲
間
、
各
支
部
か
ら
な
ど
、

年
長
か
ら
現
役
ま
で
、
息
の
合
っ
た
ア

ピ
ー
ル
を
披
露
し
て
皆
さ
ん
か
ら
盛
大

な
拍
手
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
景
品
に
は
、
大
学
で
開
発
さ

れ
た
カ
レ
ー
、
ビ
ー
ル
等
や
附
属
特
別

支
援
学
校
の
生
徒
が
作
業
班
で
作
っ
た

木
工
品
、
布
製
品
等
、
大
学
に
ゆ
か
り

の
あ
る
商
品
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

選
ば
れ
た
く
じ
の
番
号
が
次
々
と
読
み

上
げ
ら
れ
る
と
、
当
選
し
た
人
は
喜
び

な
が
ら
景
品
を
受
け
取
り
に
行
き
、
ま

だ
当
た
っ
て
い
な
い
人
は
自
分
の
番
号

が
呼
ば
れ
る
の
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら

耳
を
す
ま
し
て
い
ま
し
た
。

　

残
っ
た
料
理
を
し
っ
か
り
味
わ
い
、

お
腹
も
気
持
ち
も
満
足
し
た
中
で
、
つ

い
に
最
後
の
学
歌
斉
唱
で
す
。
指
揮
は

愛
媛
大
学
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
矢
野
副
会

長
、
伴
奏
は
、
記
念
演
奏
に
引
き
続

き
、
邦
楽
部
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
様
々
な
思
い
を
胸
に
、
皆
さ
ん

で
声
を
合
わ
せ
て
三
番
ま
で
学
歌
を
歌

い
上
げ
ま
し
た
。

　

楽
し
か
っ
た
場
も
、
い
よ
い
よ
閉
会

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ま
た
の
再
会
を
誓
い

合
い
な
が
ら
、
会
場
を
後
に
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
よ
う
や
く
日

常
生
活
を
取
り
戻
し
、
再
び
こ
の
同
窓

会
懇
親
会
を
以
前
の
よ
う
に
開
催
で
き

た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
会
が
、
退
職

さ
れ
た
方
、
現
職
の
方
、
ベ
テ
ラ
ン
、

ル
ー
キ
ー
等
に
関
わ
ら
ず
、
同
じ
愛
媛

大
学
教
育
学
部
の
卒
業
生
と
し
て
、
同

窓
生
同
士
で
集
ま
る
婆
に
な
る
と
と
も

に
、
世
代
を
超
え
て
交
流
を
深
め
て
い

く
た
め
の
よ
い
機
会
に
な
る
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
呼
び
か
け
を
行

い
、
参
加
者
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に

考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

（
附
属
特
別
支
援
学
校
勤
務
）
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受　付

生協パルト

黙　祷

会長挨拶

邦楽部演奏

学長挨拶

学部長挨拶

エール 学歌斉唱 再会を約束して

懇親会の様子

会場入口
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　令和６年11月９日㈯、城北キャンパスにおいて「第15回愛媛大学ホームカミングデイ」

が開催されました。ホームカミングデイは、卒業生の皆様や退職された教職員の方々を

本学にお迎えし、本学の施設や学生祭の見学及び在校生や教職員との交流などを通して、

母校への理解を深めることを目的としています。

【式典の様子】
　式典は、教育学部卒業生の合田みゆき元アナウンサーの進行によって進めら

れました。はじめに、オープニングセレモニーとして、愛媛大学書道部による

書道パフォーマンスが行われ、「縁」をテーマに６名の部員が力強い作品を披露

してくれました。

　�続いて、仁科弘重学長から開会の挨拶をいただいた後、新型コロナウイルス

感染症の影響で、全員が参加した形での卒業式が行えなかった令和元年度及び

令和２年度卒業生を対象とした卒業式イベントが開かれました。

　仁科学長から記念品が贈呈された後、八尋秀典理事・副学長から祝辞が披

露され、最後に、卒業生代表の森本悠暉さん（令和元年度卒）と河野莉奈さ

ん（令和２年度卒）から、卒業生代表の言葉をいただきました。

　その後、各年度ごとに壇上で記念撮影を行い、卒業式イベントを終えました。

　恒例の特別講演は、医学部附属病院

睡眠医療センター長の岡靖哲特任教授

が「睡りのサイエンス」と題して、睡眠のメカニズム等について講演されました。

　１日の３分の１を占める睡眠の大切さについて改めて考え直す良い機会とな

りました。講演後は、フロアーからの質問にも分かりやすくお答えいただきま

した。

　続いて、愛媛大学基金感謝状贈呈が行われ、昨年度、愛媛大学基金に多大

なご芳志を提供いただいた方のうち、代表の４人の方に学長から感謝状をお

贈りしました。その後、愛媛大学合唱団による合唱コンサートで２曲披露し、

最後に合唱団と会場の皆様で学歌斉唱を行いました。　　　　　　　　　　

　後半は大学生協食堂１階に場所を移し、懇親会を開催しました。はじめに、

髙橋祐二校友会会長よりご挨拶をいただいた後、「えみかビール」で乾杯し、

立席形式で懇親を深めました。会場では愛媛大学南予水産研究センター及び愛南漁協のご協力により「媛スマ」の刺

身が振る舞われ、「全身トロ」と言われる味を堪能しました。また、恒例の大抽選会も開かれ、番号を呼ばれる度に参

加者は一喜一憂して盛会のうちにホームカミングデイを終えまし

た。

（愛媛大学ＨＰより抜粋）
������������������������������������������������������ 　　一部事務局作成　

書道パフォーマンス

講演される岡特任教授

懇親会風景

愛媛大学合唱団による合唱コンサート
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　令和６年度の学生祭は、11月９日㈯・11月10日㈰の両日に「再生」をテーマに開催されました。今年は、構内全般
を使ったためバザーブースの数が増え、コロナ禍以前の学生祭に近い盛況ぶりでした。さらに、今話題のキッチンカー
の数も増え、学生祭を盛り上げていました。
��正門では、例年と同じに第74回愛媛大学学生祭と書かれた黄色のアーチと実
行委員会手作りの看板が迎えてくれました。
　アーチをくぐって中に入ると、多くの人が行き交い、その上学生たちの呼び
込みの声が響渡ってバザーの熱い熱気が伝わってきました。
　以下、その様子を紹介いたします。

　バザーブースは、定番のたこ焼きや焼きそば・おでん・
うどんに加え、クレープやピザなど最近のトレンド商品
を販売する所も多くあり、来場者は思い思いの物を購入
していました。また、食べ物関係ばかりではなく、来場
者自身が作品を作る体験コーナーや日々の取り組みを発
表するサークルもあり、至る所で学生たちの工夫が感じ
られました。

��
　コロナ禍で学生祭ができなかった時期があり、サークルによっては学生祭のノウハウ継承がとぎれたため参加を断
念したサークルもあると聞き及んでいます。コロナ禍を乗り越えた経験を元に新しい学生祭に進化して欲しいと願っ
ています。

南加会館横及び法文学部棟前の様子

芝広場及びグリーンホール横・工学部横の様子

教育学部棟（本館前～２・３・４号館）付近の様子
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　令和６年11月14日㈭教育学部大講義室において、アナウンサー・ナレーターでアナウンスハウス松山合同会社代表
社員の福井一恵さんによる特別講演会「絵本から学ぶコミュニケーション」があり、学生他約70人が受講しました。
　講演会は、教育学部理科教育教授向平和先生の進行で進められ、はじめに日野克博教育学部長から、会の趣旨を含
めたご挨拶と講師の紹介をいただきました。
　この特別講演会は、同窓生・卒業生を中心に、教育学部サポーターに登録いただき、教職はもとより多方面からい
ろいろな支援をしていただく「愛媛大学教育学部サポーター制度」の取組みの一環として平成21年から実施しており、
今回で21回目になります。
　講師の福井一恵さんは、平成６年３月特別教科音楽教員養成課程を、平成８年３月大学院教育学研究科をそれぞれ
卒業・修了されました。アナウンスの道に進まれて、ＮＨＫ局員、フリーアナウンサーを経て、現在は松山市に拠点
を置き、アナウンサー・ナレーターとして活躍されておられます。
　講演は、絵本の読み聞かせの実演と、受講者同士の話し合いなどを取り入れたワークショップ的な形式で進められ
ました。以下、講演について、講師のお話を適宜紹介しながら概要を報告します。

１【絵本１（読み聞かせ）】　身振りや手振りを入れながらみんなで歌って読もう
　　　　　　　　「しあわせなら　てをたたこう」（Ｄ.Ａ.カーター　大日本絵画）
　【ワーク１　グループで自己紹介】
　はじめに、福井さんのリードのもと、絵本「しあわせなら　てをたたこう」を全員で歌い読
みました。参加型の絵本ということでした。続いて、グループ（４～６人）で「しあわせなとき」
をお題とした自己紹介をしました。アイスブレーキングとなり緊張もほぐれ、和やかな雰囲気で講演は進みました。

２【絵本２(読み聞かせ)】　絵本の感想を共有し、同じことや異なることがあることを知ろう。
「ぐるんぱのようちえん」（西内ミナミ　さく、堀内誠一絵　福音館書店）

　【ワーク２　グループで感想の交流】
　２冊目の絵本は、主人公の象が群れから出て様々な仕事を経験し、最後に子どもたちのため
の幼稚園をひらくというお話でした。グループで感想を交流したのち、福井さんから次のよう
なお話がありました。

特別講演会　　演題　「絵本から学ぶコミュニケーション」
　　　　　　　　　　絵本を読むってどういうこと？　絵本を読んでもらうってどういうこと？
　　　　　　　講師　　アナウンサー・ナレーター　　福井　一恵　氏（平成８院）

教育学部サポーター制度による特別講演会報告

福井　今、読み聞かせを同じように同じ空間で聞きましたね。感想は同じでしたか。違ったこともありましたね。
絵本を大人に読むと、そういうことが起こります。
　私は、読み聞かせを聞いて「キャリアアップの話だな。すべては無駄にはならないんだ。だって最後全部生かさ
れてるんだ」と思いました。私自身が人生非常に回り道をしています。そもそも愛媛大学教育学部に入ったら愛媛
の教員にはなれるよって言われてたのに、なれませんでした。ちょうど本当に子どもが減る時期。学校での音楽の
授業数も減り、採用数がグッと減った時期の採用試験、もう私だけじゃなくて同級生もなかなか受からない時代で
した。
　なので、私は、回り道しようと思いました。いくつか一般企業も受けて通ったのが
NHKの松山放送局だったので、縁あって、ずっとアナウンサーの仕事をしています。松
山局を出てフリーになり、東京でニュースアナウンサーをしていたのですが、30代半ば
ぐらいに全部やめて愛媛に戻ってきました。その時に絵本と出会ったんですね。松山放
送局で仕事をさせてもらいながら、途中農業研修生、盲学校の講師、大学の非常勤講師
などあらゆる仕事をやりました。そして、今会社を起こしてアナウンスの仕事をしてい
ます。学校に行って教える仕事もしています。こうやって講演の仕事もしています。教
育学部に入って教員になるために学んだことっていうのは全く無駄になっていないんです。
　読み聞かせを聞いて「人生無駄はない」って思ったのが私。でも、みんなそう思うだろうといったらそうじゃな
いんですね。（中略）
　絵本ってすごく物語がシンプルなんですよ。象が働きに出るなんて、実際ありえない
ですよね。でも、絵本だからそんな無茶な設定を受け入れられるし、お話もすごくシン
プルだから、あんまり余計なことを考えなくていい。なので、大人が絵本に何をしてし
まうかというと、自分を投影するんですね。「（主人公には）顧客目線が足りません」っ
ていう経営者もいました。「中間管理職が」って言っていた人は、やっぱり中間管理職
的な役割、リーダー的な役割をしている人だったとか。その時の自分とか、気になって
いることとか、自分の何かを投影するって言われています。

講師　福井一恵さん

読み聞かせをする福井さん
本：「ぐるんぱのようちえん」（西内ミナミさく、堀内誠一絵　福音館書店）

グループで感想の交流をしましょう

先生方も感想を話し合いました
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３【絵本３（紹介のみ）】　絵本は誰がどうして買うのだろう。
　　　　　　　　「だるまさんが」かがくいひろし　さく　ブロンズ新社
　３冊めは、「だるまさんが……、〇〇」というフレーズが繰り返し出てくる楽しい絵本でした。タイミングよくペー
ジをひらいて笑顔を誘う福井さんの絵本の紹介に、会場がひきこまれていました。このあと、絵本が売れる理由、誰
がどうして買うのか、コミュニケーションの視点も踏まえてお話がありました。　

４【絵本４（読み聞かせ）】　いろいろな絵本があることを知ろう
「どうぐ」（加古里子（かこ・さとし）ぶん、え　瑞雲舎）

　４冊目は、これまでとは異なって説明的な文章によって書かれた「どうぐ」という絵本の読み聞かせでした。読み
聞かせを聞きながら、子どものころに絵本や図鑑を通して新しいことを知ったときの喜びと高揚感が、よみがえって
くるようでした。絵本には物語だけなくいろいろな内容や形式があることのよさや面白さを教えていただきました。

５【絵本５（読み聞かせ）】　失敗したときどうするか、絵本を通して考えよう
「とこやにいったらいおん」（サトシン作　おくはらゆめ絵　教育画劇）

【ワーク３】　　　グループで、失敗したときどうするか話し合う
　５冊目は、くしゃみをした勢いでお客のらいおんのタテガミを間違えて切ってしまい困った床屋のカエルが、ある

　ただ、投影は、子どもはなかなかしないことなんですね。子どもに絵本を読んだとき、子どもにしか言えない一
言があります。何でしょうか。そう「もう一回」。「おーしまい」「もう一回、もう一回」。あれ、何だと思いますか。
遊園地でジェットコースターに乗ったときの「もう一回乗りたい」と同じで、「もう一回、あのお話聞きたい」なん
ですって。子どもは絵本を体験しにいっているって言われています。
　大人は、絵本は１回体験したら結構もういいので、体験プラス投影になります。だから、大人が絵本を読むとい
ろんな感想が出ます。いろんな感想が出るからこそ、ぜひみなさんで感想を共有していただきたいのです。みなさ
ん気づかれたと思いますが、私が同じように言葉で読み聞かせをしても、ものの見方とかお話の受け取り方とか、
それぞれ違いましたよね。これは普段のコミュニケーションでものすごく起こっています。明確なお話でこれです
から。普段のコミュニケーションでは、思いを伝えている方もこんなにはっきりとしたストーリーは伝えられてな
いでしょうし、何が言いたいのか分らないまま話が始まっていたりします。ということは、思いを受け取る方では、
どうなるか怖いですよね。プラスの話をしているのにマイナスに受け取られていることとかがあるのですよ。

福井　この「だるまさんが」は大人気で、2008年の初版から今までに376万部売れています。
　これは、ストーリーのない赤ちゃん絵本です。ブックファーストと言って、赤ちゃんが生まれた家庭に自治体が
本をプレゼントするという事業に赤ちゃん絵本を選ぶ自治体も多くて、急激に普及してきたのです。
　この「だるまさんが」は、高知県にある絵本専門店のコッコ・サンの言い方を借りさせてもらうと、「いないいない、
ばぁ」方式でできていて、赤ちゃんがとっても喜ぶ方式と言われています。親子や保育園でこの本の読み聞かせを
体験していると、手元に何もなくても「だ・る・ま・さ・ん・が、ほっぺチュー」とか「だ・る・ま・さ・ん・が、
お手手パッチン」とか、オリジナルの「だるまさんが遊び」ができるんですね。それは、その親子に絵本を通した
共通のコミュニケーション体験があるからできることなんです。このように共通の体験をするツールとしての絵本
は、とても便利に使えます。つまり、コミュニケーションでは、共通の何かがきっかけになりやすいということじゃ
ないでしょうか。
　さて、絵本には、何百万部も売れているものがあります。これは誰が買うのでしょう。子どもではなく、親とか
おじいちゃん、おばあちゃんなどの大人が買います。「ああこの本ね、うちの子が読んで、すごく大好きだったのよね。
だからあの子にもあげようかしら」「あ、この絵本ね、うちの子が大好きだったんだよね。だから孫にも買ってあげ
よう」って買いますよね。中身を知ってるからこそ売れるんですよ。ベストセラーとかロングセラーだったら安心
するんです。面白くて子どもが喜ぶこと間違いないからどんどん売れるんですよ。（中略）
　絵本を買うのは大人です。子どもとのコミュニケーションツールとしても、自分の価値観の洗い出しとしても、
絵本って本当に楽しいと思うので、ロングセラー以外の新刊絵本も見かけたらぜひ買って蔵書を増やしてください。
絵本応援団からのお願いです。

福井　物語の絵本と違うのが分かりますか。ありえないものと、全部現実のもの。はっきり分類の定義があるわけ
ではないけど、この作品のようにすべて事実をかいてある絵本のことを、科学絵本とも言います。この絵、分かり
ますか、これ本当に全部腕時計の部品を一個一個全部描いてあるそうです。この少し昔のエンジンだけで走るシン
プルな自動車も、車の部品は全部描かれているそうです。物語じゃないけど、何だかひきこまれる。絵本ってひき
こまれるんですよね。
　あと例えば、「しあわせなら　てをたたこう」のように、みんなに参加してもらえる絵本を参加型の絵本とかコミュ
ニケーション絵本とも言います。物語も分けるとしたら、動物が擬人化された絵本などのようにグループを組むこ
とができますね。
　ほかにも、仕掛け絵本や、写真で展開する写真絵本、桃太郎とか力太郎とかの名作絵本、落語絵本などもあります。
絵本というと、子どものものだとかバカバカしいとか思わずに、みなさんの心に響いたり、絵が好きとかお話が好
きとか、これは何か使えるとかいろいろあると思うので、ぜひぜひ手にとって見ていただけたらと思います。そうやっ
て大人が絵本を買って読んでいくと、子どもたちに伝わりやすいので、ぜひそうしていってほしいと思います。
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方策でその場を切り抜けるという、面白い絵本でした。物語をもとにして失敗したときにどうするかグループで話し
合いました。様々な見方、考え方があり、多様な視点に気付きました。

福井　ここに登場する床屋のカエルさんで、ヘックションでやらかしちゃったんですね。どうリカバリーしようか
という時、カエルさんはペンキを買いに行ってトラに仕立て上げるっていう技を繰り出しました。皆さんならどう
しますか。もし自分がカエルならって考えてもいいですし、そういえば最近こんな失敗しちゃったんだけどね、こ
んな風にリカバリーしたよっていうようなことを思い出してもらっていいですか。失敗したなと思った時、私はど
うするんだろうって、メモに書いてもらって、グループ内でシェアをしてください。

福井　では、失敗をしてもいいので、皆さんに少し読み聞かせをやってもらいたいと思います。
　ちょっとかっこよいみんなに聞いてもらえる絵本の読み方を話します。皆さんこれから学校の先生になる方が多
いと思いますが、絵本って本当に使えます。目の前の子どもを、人をどれだけ惹きつけられるか。これは学校教員
になってからもすごく応用できることだと思います。
　工夫があります。まず絵本なので、持ち方。右手で持ちますか？左手で持ちますか？縦書きと横書きで開き方が
違います。絵本の前を手が横切ると集中力が切れるので、手が縁を横切らないようにします。後ろは自分の手がブッ
クエンドになったようにまっすぐ持ちます。自分の方から向こうにめくっていきます。
端っこをとり、親指を後ろ側で滑らせてまん中まで進め、「すーっ、ペロン」とやると
いいです。結構絵本って重いので、ちゃんと下で支えてやって、向こうにめくりに行くっ
ていうのがおすすめです。
　このようなテクニックは、教室の前でみんなに読み聞かせをするとか、何人か集めて
グループで読むときに、絵本の邪魔をしない、子どもたちの集中力を邪魔しない、グーッ
と惹きつけるためのコツのひとつです。グループに読む時には、やはり集中してもらい
たいので、工夫と準備が必要です。
　準備として、私は、絵本のカバーと帯があると滑りますので外しておきます。または、
見せたあと読む前に外します。新しい本では、挟まっているハガキなどを取っておく、
優しく開いて開き癖をつけてやることをします。
　私が、とっても大事にしていることがあって、本編と固い表紙をくっつけている「見
返し」という部分をとばさないこと。絵本一冊一冊違います。絵本作家さんたちはここにも思いを込めています。
物語の始まりの前奏だと思ってちゃんと見せてあげる。最後、本文が終わって、この最後の見返しも見せてあげる。
意外と飛ばしがちな背表紙も、ここで物語が完結していたり、サブストーリーが展開されていたりしますので、しっ
かり見せてあげてください。

福井　最後の一冊。これが私を本当に表している一冊で、愛媛大学に来て学んで本当に良かったなと思える、私のベー
スになっている物語だなって思っています。私はこの絵本で、音楽を学んでよかったなと心から思いました。
　絵本って、これをきっかけにお話もできるし、一人一人の感じ方や価値観が違うってことも分かる。シンプルな
ほんとに短いお話でもすごくいろんなものが詰まっていて、私たちのコミュニケーションについて教えてくれるツー
ルの一つだなと思うんですね。
　私は音楽を学んだものの、今、直接音楽を活かす仕事をしていません。でも、音楽をしていたあの日々は思い出すし、
音楽を一緒に学んだ仲間が今もつながっていて、教員はしてないけど、音楽教員の仲間たちがたくさんいて、今で
も助けてくれます。「ああ、きっと私がやってきたことって、音楽を通したコミュニケーションだったんだ」って思っ
ているんです。コミュニケーションのツールって、しゃべり方だけじゃないと思うんですよ。もちろんしゃべるこ
ともコミュニケーションだけど、音楽だったり絵本だったり、好きな何かだったりが絶対コミュニケーションのツー
ルになる。絵本の中にもコミュニケーションのヒントはたくさんあるし、音楽の中にもあるし、皆さんの専門の中
にもコミュニケーションのツールとなるもの、深まるものはたくさんあると思うので、ぜひそれを活かして、楽し
い人生を、豊かな人生を送ってください。ありがとうございました。

６【ワーク４】　　　読み聞かせの仕方を学ぼう
　続いて、自分たちが読み聞かせをする立場に立ったときの方法について、その一端を教えていただきました。どう
すれば伝わるかを聞き手の立場になって考え、準備・工夫していくことが大切であるか、知ることができました。

７【絵本６（読み聞かせ）】　私のベースになっている絵本」
「メロディ　だいすきなわたしのピアノ」（くすのきしげのり作、佐竹美保絵　ＹＡＭＡＨＡ）

　最後に読まれた６冊目の絵本は、福井さんご自身の選ばれた一冊でした。時の流れを越えて固く結ばれた一台のピ
アノと女の子との絆をえがいた、心温まるお話です。コミュニケーションの大切さ、人と人との縁と絆など、福井さ
んの熱い思いが受講者の心に響きました。

　心に染み入るような福井さんの読み聞かせと、ご自身の豊かな人生経験に基づくお話に、90分の講演があっという
間に過ぎていきました。担当の向教授から、教育・教材の視点や、実践的な読み聞かせ方、そして投影の話やキャリ
アのことなど、学生のために素晴らしいお話をいただいたことへの謝辞があり、拍手で特別講演を終了しました。
　講演を通して、コミュニケーションが人間形成に資する重要性や教育活動における実践のあり方について、読み聞
かせを体験しながら楽しく学び、深く考えることができました。お話からうかがうことのできた福井さんの歩まれて
きた道と自他への思い、人生を切り拓いていくポジティブな姿勢とエネルギーは、受講した後輩たちの将来にきっと
活かされることと考えます。充実した学びの時間になりました。
　なお、報告の中で、読み聞かせいただいた絵本については、内容の紹介を最小限にとどめるよう努めました。同窓
会員の皆様には、どうか実物の絵本を手に取られてお読みいただけましたら幸いです。� 　（報告：事務局　矢野）

絵本はこのように後ろでしっ
かり支えて持ちます　　　　
本：「わたしと　なかよし」（ナンシー・カールソン作
なかがわちひろ訳　瑞雲舎）
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を
着
用
す

る
の
が
ル
ー
ル
で
す
。
そ
の
た
め
、
競

技
を
す
る
人
は
音
の
み
が
頼
り
に
な
り

ま
す
。
審
判
は
、
ど
の
よ
う
な
プ
レ
イ

で
ど
ち
ら
に
得
点
が
入
っ
た
の
か
細
か

く
説
明
し
な
が
ら
試
合
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
そ
の
審
判
に
は
、
主
審
と
副
審

が
お
り
、
主
審
が
判
断
し
に
く
か
っ
た

と
こ
ろ
を
副
審
が
判
断
す
る
な
ど
二
人

で
協
力
し
な
が
ら
試
合
を
進
め
て
い
き

ま
す
。私
た
ち
す
く
す
く
の
活
動
で
は
、

こ
の
主
審
と
副
審
の
ほ
か
に
、
ボ
ー
ル

パ
ー
ソ
ン
も
行
い
ま
す
。
ボ
ー
ル
パ
ー

ソ
ン
は
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
を

コ
ー
ト
内
の
ベ
ン
チ
や
、
卓
球
台
に
移

動
す
る
と
き
に
一
緒
に
歩
い
て
、
ど
こ

に
座
れ
ば
よ
い
の
か
、
ど
こ
が
コ
ー
ト

な
の
か
、
競
技
者
が
ボ
ー
ル
パ
ー
ソ
ン

の
肩
や
ひ
じ
に
触
れ
な
が
ら
一
緒
に
歩

き
、案
内
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、

障
が
い
の
あ
る
方
と
触
れ
合
い
な
が
ら

楽
し
く
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
段
の
練
習
か
ら
大
き
な
大
会
ま
で
審

判
を
す
る
た
め
、
自
分
の
成
長
が
感
じ

ら
れ
る
こ
と
が
良
さ
で
す
。
ま
た
、
障

が
い
の
あ
る
方
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、

将
来
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
も
Ｓ

Ｔ
Ｔ
の
良
さ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
後
輩

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
活
動
の
一
つ
で

す
。

　

二
つ
目
は
キ
ャ
ン
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
こ
ち
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
セ
カ
ン
ド
ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
主

催
の
園
児
か
ら
小
中
学
生
ま
で
を
対
象

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
サ
ー
ク

ル
と
し
て
今
年
か
ら
活
動
し
始
め
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
す
で
に
多
く
の

部
員
が
参
加
し
て
お
り
、
普
段
子
ど
も

と
関
わ
る
機
会
の
少
な
い
教
育
学
部
以

外
の
学
生
も
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
と
関
わ
る
こ

と
の
面
白
さ
、
難
し
さ
と
い
う
の
は
実

際
に
関
わ
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

こ
と
で
し
ょ
う
。私
の
実
体
験
で
す
が
、

自
分
が
つ
い
た
班
の
子
ど
も
同
士
が
全

六
日
間
の
キ
ャ
ン
プ
の
日
数
を
重
ね
る

う
ち
に
手
を
繋
ぐ
の
も
嫌
だ
と
い
う
ぐ

ら
い
に
仲
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
私
は
最
初
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
が
、
現
役
教
員
を
含

む
先
輩
ス
タ
ッ
フ
達
か
ら
の
問
い
か
け

か
ら
自
分
が
こ
の
状
況
を
ど
う
に
か
し

た
い
と
本
音
で
は
思
っ
て
い
る
と
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
先
輩
ス

タ
ッ
フ
に
支
え
ら
れ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、
私
が
特
に
指
示
せ
ず
と
も
二
人
き

り
で
作
業
す
る
仲
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
二
人
と
も
自
分
を
曲
げ
な
い

意
思
が
強
い
子
達
だ
っ
た
の
で
、
こ
の

六
日
間
で
お
互
い
を
受
け
入
れ
、
認
め

合
え
る
よ
う
に
成
長
で
き
た
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
体
験
は
私
に

と
っ
て
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
る
し
、
私
を
人
と
し
て
前
進
さ
せ
た

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
子
ど
も
や
経
験
豊
富
な
先
輩

ス
タ
ッ
フ
と
関
わ
る
こ
と
で
普
段
の
大

学
生
活
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ

サ
ー
ク
ル 

紹 

介

う
な
貴
重
な
体
験
や
そ
し
て
人
と
し
て

の
成
長
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
も
無
邪
気
に
楽
し
そ

う
に
活
動
を
す
る
の
で
自
分
た
ち
に
か

つ
て
あ
っ
た
、
忘
れ
て
い
た
な
に
か
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
経
験
も
積

め
る
上
に
楽
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の

で
継
続
し
て
参
加
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

〈
ま
と
め
〉

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
す

く
す
く
を
ご
支
援
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

活
動
の
幅
を
増
や
し
、
日
々
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

　〝
す
く
す
く
〟
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伊
予
市
双
海
町
の
海
沿
い
で
カ
ト

ラ
ッ
チ
ャ
珈
琲
焙
煎
所
と
い
う
コ
ー

ヒ
ー
豆
屋
を
営
ん
で
い
ま
す
、
今
井
英

里
と
申
し
ま
す
。
私
は
中
学
時
代
、
駅

伝
部
に
所
属
し
ま
し
て
三
年
生
の
大
会

で
後
輩
に
成
績
を
抜
か
れ
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
三

年
間
、
曲
が
り
な
り
に
も
努
力
し
て
き

た
の
に
出
場
も
で
き
な
い
な
ん
て
、
努

力
が
水
の
泡
と
化
し
た
よ
う
に
思
い
、

悔
し
く
て
涙
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
顧
問

の
先
生
に
言
わ
れ
ま
し
た
。「
今
井
が

頑
張
っ
て
き
た
か
ら
後
輩
が
育
っ
た
ん

だ
」
と
。
そ
の
真
偽
は
さ
て
お
き
、
私

は
そ
の
一
言
で
努
力
が
報
わ
れ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
私
も
誰
か
に

良
い
影
響
を
与
え
ら
れ
る
言
葉
を
か
け

ら
れ
る
大
人
に
な
り
た
い
と
、
愛
媛
大

学
教
育
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

教
育
実
習
で
は
授
業
を
す
る
こ
と
も

子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
も
大
変
楽
し
く

充
実
し
ま
し
た
が
、
出
逢
っ
た
子
ど
も

の
中
に
は
精
神
的
な
障
が
い
を
抱
え
て

い
た
子
が
い
ま
し
た
。
そ
の
子
に
寄
り

添
お
う
と
当
時
の
私
は
懸
命
に
努
力
し

ま
し
た
が
、ど
ん
な
言
葉
を
か
け
れ
ば
、

ど
ん
な
関
わ
り
を
す
れ
ば
良
い
の
か
が

わ
か
ら
ず
、
人
間
と
し
て
の
器
の
小
さ

さ
、
経
験
値
の
低
さ
を
痛
感
し
て
実
習

を
終
え
ま
し
た
。

　

人
に
と
っ
て
子
ど
も
で
あ
る
時
間
は

と
て
も
僅
か
で
と
て
も
貴
重
な
も
の
で

す
。
そ
の
時
間
に
逢
え
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
大
人
に
な
り
た
い
と
、
日
本
で

教
員
に
な
る
前
に
、
自
分
の
器
を
拡
げ

よ
う
と
青
年
海
外
協
力
隊
に
応
募
し
ま

し
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス
と
い
う
中
米
の
国
へ
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。
活
動
内
容
は
現
地
の
教
員
を
対

象
と
し
た
算
数
の
指
導
。
私
は
教
育
心

理
学
専
修
で
し
た
の
で
、
現
地
で
技
術

移
転
が
で
き
る
よ
う
に
大
学
の
間
に
地

域
の
小
学
校
の
算
数
の
授
業
に
ア
シ
ス

タ
ン
ト
に
入
り
で
き
る
限
り
経
験
を
積

み
ま
し
た
。
派
遣
前
に
は
七
十
日
間
の

訓
練
を
受
け
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
算
数
の

授
業
が
ひ
と
つ
で
き
る
く
ら
い
に
な
っ

て
派
遣
で
す
。

　

現
地
入
り
し
て
ま
ず
認
識
し
た
こ
と

は
、
指
導
対
象
者
で
あ
る
現
地
の
教
員

が
五
十
代
ほ
ど
の
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
た

ち
で
、
一
方
の
私
は
大
学
を
卒
業
し
た

て
の
未
熟
な
若
者
で
し
か
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
加
え
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス

の
人
た
ち
か
ら
見
れ
ば
私
は
外
国
人
。

拙
い
ス
ペ
イ
ン
語
で
見
た
目
以
上
に
幼

い
子
ど
も
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

ぎ
こ
ち
な
い
雰
囲
気
の
赴
任
当
初
、

見
学
し
た
授
業
は
二
年
生
の
か
け
算
の

授
業
で
し
た
。
教
卓
で
先
生
が
子
ど
も

た
ち
に
言
い
ま
す
。「
ゼ
ロ
の
段
か
ら

言
い
ま
し
ょ
う
」「
０
×
１
＝
１
」「
０

×
２
＝
２
」「
０
×
３
＝
３
」
�
�
ス

ペ
イ
ン
語
力
の
低
い
当
時
の
私
で
も
教

卓
で
誤
っ
た
知
識
を
教
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
授
業
終

わ
り
、
先
生
に
「
０
×
１
＝
０
」「
０

×
２
＝
０
」
だ
と
い
う
事
実
と
伝
え
ま

し
た
。
想
像
通
り
、
先
生
は
怪
訝
そ
う

に
私
を
見
る
だ
け
で
聞
い
て
は
く
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
世
に
は
正
し
さ
よ

り
も
大
切
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
生

自
身
は
学
校
で
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
同

じ
通
り
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、
そ
れ
を

何
十
年
も
続
け
て
い
て
、
そ
れ
が
先
生

に
と
っ
て
の
正
解
な
の
で
す
。
突
然
日

常
に
入
っ
て
き
た
異
国
の
者
に
「
そ
れ

は
違
い
ま
す
」
な
ん
て
言
わ
て
も
、
簡

単
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
や
し
な
い
で

し
ょ
う
。

　

な
の
で
私
は
、
自
分
が
指
導
す
る
立

場
で
あ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
手
放

し
、
算
数
を
学
ぶ
意
欲
の
あ
る
先
生
の

チ
ー
ム
作
り
に
勤
し
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。
学
ぶ
意
欲
が
あ
る
人
に
は
年
齢
や

言
葉
の
違
い
な
ん
て
関
係
な
い
も
の
で

す
。
チ
ー
ム
に
算
数
の
知
識
を
伝
授

し
、
チ
ー
ム
が
現
地
の
教
員
を
対
象
に

算
数
研
修
会
を
定
期
開
催
。
蜘
蛛
の
巣

の
よ
う
に
知
識
を
共
有
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
信
頼
関
係
も
で
き
て
く
る

と
、
教
員
か
ら
「
保
護
者
が
家
庭
で
勉

強
を
手
伝
わ
な
い
か
ら
、
子
ど
も
の
学

力
が
伸
び
な
い
」
と
い
う
声
が
挙
が

り
、
算
数
参
観
日
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
観
日
自
体
が
初
め
て
だ
っ
た
先
生
た

ち
は
、
俄
然
成
功
さ
せ
た
い
気
持
ち
が

強
い
た
め
、
私
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
体
制

で
指
導
案
を
作
り
、
教
材
を
作
り
、
模

擬
授
業
を
行
い
、
授
業
に
挑
み
ま
し

た
。
子
ど
も
か
ら
は
「
勉
強
し
て
も
計

算
が
早
く
な
ら
な
い
」
と
い
う
声
が
挙

未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
愛
よ
届
け

カ
ト
ラ
ッ
チ
ャ
珈
琲

今
井　

英
里

（
平
二
五
卒
）

コーヒー生産者とともに

算数研修会

ゴミ拾いをする子
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り
ま
し
た
。

　

二
年
間
、
私
は
現
地
の
教
員
と
足
並

み
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
括
ら
れ

た
二
年
間
で
す
が
、
現
地
の
先
生
か
ら

す
れ
ば
何
十
年
と
い
う
月
日
の
中
の
二

年
間
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
二
年
し
か

な
い
と
焦
っ
て
も
、
焦
っ
て
い
る
の
は

私
だ
け
、
そ
れ
で
は
物
事
は
う
ま
く
回

り
ま
せ
ん
。
大
切
な
も
の
は
、
目
の
前

に
あ
る
も
の
だ
と
私
は
こ
の
二
年
間
で

思
い
ま
し
た
。
焦
る
こ
と
な
く
、
目
の

前
の
人
を
見
れ
ば
、
そ
の
瞬
間
に
何
が

必
要
な
の
か
、
何
を
す
れ
ば
効
率
的
で

効
果
的
な
の
か
が
示
さ
れ
る
の
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
自
分
が
何
が
で
き
る

か
を
自
問
し
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
目
の
前
に
自
分

が
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
、
私
は
二
年

間
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
活
動
で
思
い
ま
し

た
。

　

二
年
間
の
活
動
を
経
て
「
算
数
が
楽

し
く
な
っ
た
。
あ
り
が
と
う
」
と
た
く

さ
ん
の
先
生
や
子
ど
も
た
ち
に
言
っ
て

も
ら
え
て
達
成
感
を
感
じ
た
の
で
す

が
、
私
に
は
ど
う
し
て
も
目
を
逸
ら
せ

ら
れ
な
い
存
在
が
目
の
前
に
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
貧
困
層
の
子
ど
も
た
ち
で

し
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
歩
い
て
、
ゴ
ミ

を
拾
い
集
め
る
子
ど
も
、
市
場
で
大
人

に
混
じ
っ
て
売
り
子
を
す
る
子
ど
も
、

売
春
し
て
い
る
小
さ
な
子
ど
も
、
そ
の

が
り
、
毎
日
の
時
間
割
に
ド
リ
ル
の
時

間
を
取
り
入
れ
、
毎
日
ド
リ
ル
を
徹
底

し
て
継
続
し
ま
し
た
。
ド
リ
ル
を
導
入

し
て
三
ヶ
月
ほ
ど
経
つ
と
、
先
生
か
ら

「
計
算
が
早
く
な
っ
た
か
ら
、
誰
が
一

番
早
い
か
競
い
合
わ
せ
た
い
」
と
い
う

声
が
挙
が
り
、
算
数
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

学
校
行
事
と
し
て
開
催
す
る
よ
う
に
な

現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
で
き
る

こ
と
を
探
し
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
身
で
あ
る
私
に
は
権
力
も
お
金
も

無
く
、
た
だ
つ
い
て
回
り
、
彼
ら
の
生

活
を
知
る
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
。
苦

し
ん
で
い
る
声
に
も
助
け
て
と
い
う
言

葉
に
も
、
何
の
手
助
け
が
で
き
る
業
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
と
て
も
無
力
に

感
じ
、
家
に
帰
っ
て
は
悔
し
さ
に
涙
を

流
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
抜
い
た
末
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
直
接

輸
入
し
て
お
金
を
現
地
へ
送
る
活
動
に

至
り
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
、
七
百

キ
ロ
と
い
う
量
の
輸
入
に
始
ま
り
、

二
〇
二
四
年
現
在
の
輸
入
量
は
年
間
七

ト
ン
ま
で
上
り
ま
し
た
。
一
千
万
円
以

上
の
送
金
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
私

だ
け
の
力
で
は
な
く
、
こ
の
活
動
に
共

感
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
お
客
さ
ま
方

の
お
力
添
え
の
賜
物
で
す
。
一
人
一
人

の
力
は
小
さ
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
集
う
と
大
き
な
力
に
な
る
も
の
だ

と
私
は
今
の
仕
事
で
痛
感
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
共
感
者
は
お
客
さ
ん
だ
け
で

な
く
、
店
に
は
パ
テ
ィ
シ
エ
の
仲
間
が

増
え
ま
し
た
。
今
年
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス

か
ら
カ
カ
オ
豆
を
輸
入
し
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
販
売
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
二
〇
二
五
年
に
は
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
寺
尾
紗
穂
さ
ん
と
共
に
ホ

ン
ジ
ュ
ラ
ス
へ
渡
航
し
、
現
地
の
国
立

劇
場
で
国
立
吹
奏
楽
団
と
共
に
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
劇
場
に
は

六
百
人
の
来
場
を
見
込
ん
で
お
り
、
現

地
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
学
校
修
繕

の
募
金
活
動
を
す
る
予
定
で
す
。
山
岳

地
帯
の
学
校
か
ら
学
校
修
繕
の
協
力
要

請
が
日
本
の
カ
ト
ラ
ッ
チ
ャ
宛
に
届
い

た
の
で
す
。
個
人
の
力
で
は
ど
う
し
よ

う
も
で
き
な
い
、
遠
い
、
氷
山
の
一
角

で
し
か
な
い
、
関
係
が
な
い
、「
で
き

な
い
言
い
訳
」
は
山
ほ
ど
出
て
く
る
も

の
で
す
が
、
私
は
目
の
前
の
物
事
か
ら

顔
を
背
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
故

に
、
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
国
立
劇
場
で
募
金
活
動
を
始
め

て
、
現
地
の
教
育
問
題
を
ホ
ン
ジ
ュ
ラ

ス
人
と
共
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
日
本
の
教
卓
に
立
つ
こ
と
は
現

在
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
コ
ー
ヒ
ー
・

カ
カ
オ
・
音
楽
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
人
と
し
て
考
え
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
寺
尾
紗
穂
さ
ん
は
、

二
〇
二
五
年
の
十
月
に
開
催
予
定
の
カ

ト
ラ
ッ
チ
ャ
主
催
の
松
山
コ
ン
サ
ー
ト

に
歌
い
に
来
て
く
だ
さ
る
予
定
で
す
。

彼
女
の
目
を
通
し
て
見
た
ホ
ン
ジ
ュ
ラ

ス
を
聞
き
に
い
ら
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
甚
で
す
。
ま
た
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
に
関
し
て
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
行
い
、
想
い
を

ペ
ー
ジ
に
書
き
連
ね
て
い
ま
す
の
で
、

ご
興
味
あ
ら
れ
ま
し
た
ら
ば
、
そ
ち
ら

も
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。先生たちと

算数オリンピック 算数参観日
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二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）
十
月

十
一
日
㈮
、
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
た
。
即
ち
、
今
年
度
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
に
「
日
本
被
団
協
」
が
受

賞
し
た
の
で
あ
る
。
関
係
者
の
歓
喜
の

様
子
が
テ
レ
ビ
に
映
っ
た
。
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
る
日
本
、
広
島
・
長
崎
の
被

爆
者
達
の
核
兵
器
（
原
水
爆
弾
）
廃
絶

を
目
指
す
、
長
年
の
地じ

道み
ち

な
活
動
が
評

価
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
活
躍
に
一

層
拍
車
が
か
か
っ
た
。
併
し
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と

ガ
ザ
地
区
の
紛
争
、
ま
た
、
北
朝
鮮
の

不ふ

穏お
ん

な
動
向
等
、
皆
、
核
兵
器
を
脅お

ど
し

文も
ん

句く

に
し
て
い
る
。

　

私
が
三
歳
の
と
き
、
広
島
市
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
。
我わ
が

一い
っ

家か

は
、
県
の

山さ
ん

中ち
ゅ
うに
住
ん
で
い
た
の
で
、
直
接
の

被
爆
は
免
ま
ぬ
か
れ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
放
射

能
を
含
ん
だ
「
黒
い
雨
」
を
浴
び
た
。

そ
の
影
響
か
、
子
ど
も
時
代
か
ら
身か

ら
だ体

が
弱
く
、
無
理
の
効き

か
な
い
人
生
だ
っ

た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
八
十
二
歳
の
今

日
ま
で
生
き
伸
び
た
こ
と
は
全
く
不
思

議
で
あ
る
。
併
し
、
白
内
障
を
煩

わ
ず
ら

い
、

両り
ょ
う

眼が
ん

の
手
術
を
受
け
た
こ
と
で
、
被

爆
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
。
昨
年
、
Ｇ
７

広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が

縁
で
、
最ち

か
ご
ろ近

、
市
内
に
外
国
人
観
光
客

が
激
増
し
た
こ
と
は
、
核
問
題
に
つ
い

て
の
関
心
の
深
ま
り
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
年
二
回
発
行
さ
れ
る
同
窓
会

報
に
拙
文
を
投
稿
し
、
大
拙
・
英
訳

「
教
行
信
証
」
序
論
4

4

の
研
究
が
完
結

し
、
大
き
な
満
足
感
を
獲え

る
こ
と
が
で

き
た
。
親
鸞
聖
人
の
主
著
（m

agnum
�

opus

）「
教
行
信
証
」
は
、
鈴
木
大
拙

博
士
に
よ
っ
て
、
混
迷
す
る
世
界
情
勢

に
、
説
得
力
が
あ
り
、
魅
惑
的
な
も
の

で
あ
る
と
す
る
決
断
力
に
駆
り
立
て
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
斯か
く
し
て
、
日
本
・「
浄

土
真
宗
」
の
開
祖
・
親し

ん

鸞ら
ん

聖
し
ょ
う

人に
ん

は
、

世
界
の
光
、
人
類
の
光
と
な
る
の
で
あ

る
。

　

（Ⅰ）
顕け
ん
浄
土
真
実
教
・
行
・
証
文も
ん
類る
い
（
序
）

　

私
が
密ひ
そ
か
に
思
案
し
て
み
る
と
き
、

普
遍
的
救
済
の
た
め
の
阿
弥
陀
如
来
の

祈
願
（
弘ぐ

誓ぜ
い

）
は
、
私
の
能
力
で
は
理

解
で
き
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
如
来
の

弘
誓
は
、
渡
る
こ
と
が
困
難
な
大お

お

海う
な

原ば
ら
の
上
で
、
私
を
乗
せ
て
渡
し
て
く
だ

さ
る
大
き
な
船
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

光
明
は
、
何
も
の
も
遮

さ
え
ぎ

る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
無
知
（avidyā

・

無む

明み
ょ
う

）
の
闇や

み
を
照
ら
す
卓
越
し
た
知

恵
（prajñā
・
智
慧
）
の
太
陽
（
恵え

日に
ち

）
で
す
。

　

然し
か

る
に
、釈
迦
牟
尼
（S ′ākyam

uni

）

が
浄
土
（Pure�Land

）
の
教
え
を
説

き
明
か
す
機
縁
が
熟
し
た
と
考
え
ら
れ

て
、
仏
敵
・
提だ
い
婆ば

達だ
っ
多た

（D
evadatta

）

が
、
阿あ

闍じ
ゃ

世せ

（A
jātas′ atru

）
王お

う

に

致
命
的
な
悪
事
を
犯
す
よ
う
説
得
さ
せ

た
こ
と
を
黙
認
さ
れ
た
。
即
ち
、
釈
尊

は
、韋い

提だ
い
希け
（V

aidehī

）夫ぶ

人に
ん
の
心
が
、

平
和
と
幸
福
の
国
土
（
浄
土
）
に
向
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
出

現
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
浄
土
教
を
理
解

し
、
信
じ
る
心
の
準
備
が
調

と
と
の

っ
た
人

達
を
今
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。①

　

こ
う
し
て
、
我
々
は
、
人
間
の
姿

す
が
たを

し
た
こ
れ
ら
の
存
在
（
権ご
ん
化け

の
仁に
ん
）
の

情
け
深
い
精
神
は
、
一い

っ

切さ
い

衆し
ゅ

生じ
ょ
うを

そ

の
悲
惨
と
苦
悩
の
生
活
か
ら
救
済
す
る

こ
と
を
目
指
す
の
で
す
。
ま
た
、
世
界

の
勇
者
（
世せ

雄お
う

）
の
思
い
や
り
の
深

い
心
は
、
極
悪
非
道
の
犯
罪
者
（
五ご

逆ぎ
ゃ
く）②

、
正
法
を
冒ぼ

う

瀆と
く

す
る
者
（
誹ひ

謗ほ
う

正し
ょ
う

法ぼ
う
）、
功
徳
の
蓄
え
の
断か
け
ら片
も
な

い
人
（icchantika

・
一い

っ

闡せ
ん

提だ
い

）
に
さ

え
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
の
で

す
。

　

従
っ
て
、
心
す
べ
き
で
す
。
過か

不ふ

及き
ゅ
う

な
く
十
分
に
調

と
と
のい

（
円え

ん

融に
ゅ
う

）、
こ

の
上
な
い
最
高
の
功
徳
（
至し

徳と
く

）
を
体

現
し
て
い
る
幸
運
な
愛め

で
た
い
名
前

（
嘉か

号ご
う

）
は
、
悪
を
善
に
転
換
す
る
卓

越
し
た
知
識
で
あ
り
ま
す
。
考
え
も
及

ば
な
い
（
難
信
）、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の

よ
う
に
堅か

た

い
（
金こ

ん

剛ご
う

・vajura

）
の

信し
ん

楽ぎ
ょ
う
は
、
疑
い
深
い
想
念
を
消
滅
さ

せ
、
我
々
を
証

さ
と
りに

導
く
真
理
で
す
。

　

故
に
、
こ
の
教
え
は
、
心
が
狭
く
無

能
な
我
々
誰
れ
も
が
、
容
易
に
実
践
で

き
る
真
実
の
教
え
で
す
。
そ
し
て
、
愚

か
で
鈍
い
我
々
が
目
標
に
向
っ
て
歩
い

て
行
く
の
に
最
も
近
い
道み

路ち

（
捷せ

っ

径け
い

）

で
す
。
偉
大
な
聖
者
（
大
聖
一
代
）
の

こ
の
教
え
に
匹
敵
す
る
も
の
は
何
も
あ

り
ま
せ
ん
。
本
当
に
、功
徳
の
海
で
す
。

　

不
浄
（
穢え

）
を
捨
て
去
り
、
清
浄
を

切
望
し
て
い
る
人
達
が
い
ま
す
。
正
し

い
実
践（
正
行
）と
正
し
い
信
仰（
信
心
）

に
迷
っ
て
い
る
人
達
が
い
ま
す
。
心
が

昏く
ら

く
理
解
力
に
欠
け
て
い
る
人
達
が
い

ま
す
。
悪
行
に
悩
み
、
そ
の
上
に
妨
害

が
重
く
伸の

し
掛か

か
っ
て
い
る
人
達
が
い
ま

す
─
然し
か
り
、
こ
の
よ
う
な
人
達
こ
そ

が
、
如
来
（
釈
尊
）
の
「
早
く
浄
土
に

来
た
れ
と
い
う
呼
び
声
」（
発は

っ

遣け
ん

）
を

崇あ
が

め
て
心
を
配
る
こ
と
が
願
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
必
ず
、
こ
の
素
晴
し

い
真
理
の
道
（
最さ

い

勝し
ょ
う

の
直じ

き

道ど
う

）
に
身

を
捧さ

さ
げ
る
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
実
践
と
信
心
の
み
を
快か

い

諾だ
く

さ
れ
ん
こ
と
を
�
�

　

あ
あ
、
人
間
が
輪
廻
転
生
し
て
、
ど

れ
ほ
ど
多
く
の
生
涯
を
体
験
し
よ
う
と

も
、
阿
弥
陀
如
来
の
普
遍
的
救
済
の
祈

願
に
助
け
ら
れ
て
幸
せ
な
境
遇
に
安あ
ん
堵ど

会 

員 

の 

声

大
拙
・
英
訳
「
教
行
信
証
」
の
研
究
㈠

吉
原　

宏
文

（
昭
四
二
卒
）
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し
て
い
る
自
分
を
発
見
す
る
こ
と
は
稀ま
れ

な
こ
と
（
弘ぐ

誓ぜ
い
の
強ご
う

縁え
ん
、
多た

生し
ょ
う
に
も

値も
う
あ

ひ
が
た
く
）
で
す
。
真
理
へ
の
純

粋
な
信
心
に
よ
っ
て
救
い
取
ら
れ
る
こ

と
は
、
無
限
と
も
い
え
る
、
ど
れ
ほ

ど
長
い
時
間
（kalpa
・
劫こ

う
）
を
生
き

よ
う
と
も
、
最
も
困
難
な
事
（
真
実
の

浄じ
ょ
う

信し
ん

、
億お

っ
劫こ

う
に
も
獲え

が
た
し
）
で
す
。

従
っ
て
、
過
去
世
に
お
け
る
最
も
好
都

合
な
業ご

う
（karm

an

）
の
結
合
（
因
果

律
）
な
く
し
て
、
ど
う
し
て
浄
土
の
信

心
と
そ
こ
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
？
（
偶た

ま

々た
ま

行
ぎ
ょ
う

信し
ん

を
獲え

ば
遠と

お

く
宿
し
ゅ
く

縁え
ん
を
慶
よ
ろ
こ
べ
。）
若
し
ま
た
、
疑
う
た
が

い
の
網あ

み
（veil

）
に
よ
っ
て
心
が
曇
り
、

こ
の
絶
好
機
を
逸い

っ
す
る
な
ら
、彼
に
は
、

虚む
な
し
く
も
、
更
に
も
う
一
つ
の
無
限
の

長ち
ょ
う

時じ

（kalpa

・
劫こ

う

）
の
流る

転て
ん

が
待

ち
受
け
て
い
る
（
こ
の
た
び
、
疑ぎ

網も
う

に
覆ふ

蔽へ
い

せ
ら
れ
ば
、
か
え
っ
て
ま
た
曠こ

う

劫ご
う

を
経

き
ょ
う

歴り
ゃ
くせ

ん
）
で
す
。
誰
れ
で
あ

れ
皆
、
が
っ
ち
り
と
抱
き
上
げ
ら
れ
、

誰
れ
一
人
と
し
て
後
に
取
り
残
こ
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
と
い
う
声せ

い

明め
い

（
摂せ

っ

取し
ゅ

不ふ

捨し
ゃ

の
真し

ん

言ご
ん

）、
そ
し
て
、
こ
の
世
の

全
て
の
も
の
を
超
越
し
た
驚
く
べ
き
正

法
（
超

ち
ょ
う

世せ

希け

有う

の
正

し
ょ
う

法ぼ
う

）
を
聞き

き
思し

案あ
ん
す
る
こ
と
に
躊
ち
ゅ
う

躇ち
ょ
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
（
聞も
ん
思し

し
て
遅ち

慮り
ょ
す
る
こ
と
な
か

れ
。）

　

今
こ
こ
に
、
私
、
釈
の
親
鸞
、
年
老

い
て
純
真
で
無
学
な
私
は
、
イ
ン
ド
、

中
央
ア
ジ
ア
か
ら
来
た
聖
な
る
経
典
、

そ
し
て
、
中
国
と
日
本
の
教
師
達
に
よ

る
解
説
書
と
に
偶
然
に
遇あ

え
た
こ
と

は
、
何
と
い
う
幸
せ
な
こ
と
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
聖
典
に
触
れ
る
権

利
を
持
つ
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と
で

す
が
、
今い

ま
そ
れ
を
手
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
教
訓
（m

essage

）
を
聞
く
こ

と
は
非
常
に
稀ま
れ
な
こ
と
で
す
が
、
既す
で
に

聞
き
ま
し
た
。
私
が
浄
土
真
宗
の
こ
の

教
訓
に
生
き
、
そ
れ
を
悟
る
こ
と
は
、

深
い
深
い
如
来
の
恩
徳
に
よ
る
も
の
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
私
は
聞
い

た
こ
と
を
慶
び
、
獲
た
こ
と
の
全
て
を

心
の
奥
に
抱
い
て
感か

ん
嘆た

ん
し
て
い
る
の
で

す
。

（
明

み
ょ
う

静
じ
ょ
う

庵あ
ん

主し
ゅ

）　

註
①
頻び
ん

婆ば

娑し
ゃ

羅ら

王お
う

勅
セ
シ
メ
宿し
ふ

因い
ん
ソ

ノ
期ご

ヲ
マ
タ
ズ
シ
テ
仙
人
殺せ

つ

害が
い

ノ
ム
ク
ヒ
ニ
ハ
七
重
ノ
台
ニ
ト
ゲ

ラ
レ
キ
。
阿
闍
世
王
ハ
瞋し

ん
怒ぬ

シ
テ

我が

母も

是ぜ

賊ぞ
く
ト
シ
メ
シ
テ
ゾ
無
道
ニ

母
ヲ
害
セ
ン
ト
ツ
ル
ギ
ヲ
ヌ
キ
テ

ム
カ
ヒ
ケ
ル
。
恩
徳
廣
大
釈
迦
如

来
韋
提
夫
人
ニ
勅
シ
テ
ゾ
光こ
う

臺だ
い

現げ
ん

国こ
く
ノ
ソ
ノ
ナ
カ
ニ
安
楽
世
界

ヲ
エ
ラ
バ
シ
ム
（
観
経
和
讃
）

註
②
五ご

逆ぎ
ゃ
く（

一
、
殺せ

っ

父ぷ

・
二
、
殺せ

つ

母も

・
三
、
殺せ

つ

阿あ

羅ら

漢か
ん

・
四
、
出

し
ゅ
つ

仏ぶ
っ

身し
ん

血け
つ

・
五
、
破は

和わ

合ご
う

僧そ
う

）

　

二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）

十
一
月
三
日
㈰
文
化
の
日

（
〠 

731–
�0135 

広
島
市
安
佐
南
区
長
束

　
　
　
　
　

一
丁
目
十
八

－

五

－

五
）

「
楠
杢
拭
き
漆
盆
」

　

材　

料
：
楠
杢

　

サ
イ
ズ
：
径
一
六
・
五
㎝
、
高
四
㎝

　

制
作
年
：
一
九
九
五
年

　

今
か
ら
四
十
年
程
前
、
近
く
の
神
社

に
あ
っ
た
楠
の
古
木
に
雷
が
落
ち
、
根

元
に
あ
っ
た
洞
が
燃
え
、
切
り
倒
す
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
大
分
市
内
の
材

木
屋
が
買
い
取
り
、
僕
が
た
ま
た
ま
そ

の
材
木
屋
を
訪
ね
て
、
杢
の
美
し
さ
に

気
付
き
一
部
を
購
入
し
た
。�

木
工
室

の
轆
轤
を
使
っ
て
挽
き
あ
げ
、
拭
き
漆

で
仕
上
げ
た
作
品
で
あ
る
。

　

僕
は
愛
大
の
美
術
科
で
油
絵
を
学

び
、
卒
業
後
は
二
科
展
に
出
品
し
て
い

た
。
し
か
し
あ
る
時
、
絵
は
自
分
に
は

向
い
て
な
い
、
描
く
の
が
苦
し
い
の
は

合
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
思
っ
た
。
当

時
在
籍
し
て
い
た
芸
大
の
木
工
専
門
の

教
授
に
頼
み
、
木
工
の
基
礎
を
教
え
て

も
ら
い
、
木
工
作
品
の
制
作
に
転
換
し

た
。

　

冨
田　

礼
志

（
昭
四
七
卒
）

表
紙
の
作
品
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先 

輩 

を 

偲 

ぶ

　
ダ
ル
ト
ン
プ
ラ
ン
と
愛
師
附
小

　
　
愛
媛
県
師
範
学
校

　
　
　
　
山
本
　
福
松
氏
寄
稿

�

（
大
正
八
卒
）

　

ダ
ル
ト
ン
プ
ラ
ン
は
、
第
一
次
世
界

大
戦
終
局
の
こ
ろ
、
米
国
マ
サ
チ
ュ

セ
ッ
ツ
州
ダ
ル
ト
ン
市
で
、
パ
ー
カ
ス

ト
女
史
が
提
唱
し
実
施
し
た
学
習
指
導

の
方
法
で
、
我
が
国
へ
も
紹
介
さ
れ
、

愛
媛
師
範
に
ゆ
か
り
の
深
い
赤
井
米
吉

先
生
な
ど
は
此
の
プ
ラ
ン
の
熱
心
な
紹

介
者
で
著
書
も
出
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
り

ま
し
た
。

　

当
時
の
日
本
は
い
わ
ゆ
る
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
波
が
押
し
寄
せ
た
こ
ろ

で
、
一
般
の
思
想
界
は
も
ち
ろ
ん
、
政

治
経
済
を
は
じ
め
教
育
界
も
革
新
の
気

風
が
起
こ
り
、
現
玉
川
学
園
の
小
原
国

芳
先
生
の
全
人
教
育
を
は
じ
め
、
稲
毛

詛
風
先
生
の
創
造
教
育
、
千
葉
師
範
の

（
教
育
学
部
同
窓
会
百
周
年
記
念
誌
よ
り
原
文
の
ま
ま
抜
粋
）

自
由
教
育
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
八
大
教
育

学
説
の
提
唱
な
ど
、
理
論
や
実
践
の
場

で
教
育
革
新
運
動
の
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
わ
が
愛
媛
師
範
学
校
長
は
天
下

の
大
物
山
路
一
遊
先
生
、
附
属
小
は
松

山
隆
先
生
を
主
事
と
し
、
そ
の
下
に
は

清
水
亀
九
治
（
愛
媛
師
範
・
明
治
44
年

卒
）
溝
垣
音
治
（
同
上
）
大
野
静
（
大

正
２
年
卒
）
大
高
義
一
（
大
正
５
年
卒
）

石
村
寛
逸
（
大
正
６
年
卒
）
宮
本
春
吉

（
大
正
７
年
卒
）
谷
岡
白
貞
（
大
正
８

年
卒
）
末
席
の
小
生
（
大
正
８
年
卒
）

と
裁
縫
の
黒
田
マ
ツ
先
生
の
顔
ぶ
れ
で

し
た
。

　

山
路
先
生
に
つ
い
て
は
申
し
上
げ
る

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
主
事
の
松
山

隆
先
生
は
、
千
葉
県
野
田
市
の
御
出
身

で
、
後
年
千
葉
師
範
の
教
頭
在
職
中
郷

土
の
要
請
も
だ
し
難
く
、
野
田
市
の
一

小
学
校
長
と
し
て
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
た

方
（
野
田
市
の
小
学
校
庭
に
松
山
先
生

を
偲
ぶ
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
）

で
、
そ
の
こ
ろ
は
広
島
高
師
の
徳
育
専

攻
科
（
後
の
文
理
大
）
を
卒
業
後
、
山

路
校
長
に
迎
え
ら
れ
て
附
属
主
事
に

就
任
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
人

格
識
見
共
に
す
ぐ
れ
た
名
主
事
と
し
て

校
内
外
に
信
望
の
厚
い
方
で
あ
り
ま
し

た
。
当
時
の
教
育
革
新
運
動
を
受
け
止

め
て
、
ど
う
し
て
我
が
附
属
小
の
教
育

実
践
の
上
に
こ
れ
を
具
現
し
、
そ
の
成

果
を
上
げ
る
べ
き
か
、
こ
れ
が
主
事
生

活
の
一
大
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

り
ま
す
。
け
っ
き
ょ
く
主
事
を
中
心
に

職
員
一
丸
と
な
り
研
究
協
議
を
重
ね
た

末
、
ダ
ル
ト
ン
プ
ラ
ン
の
実
践
導
入
と

な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
大
正
十
二
年

四
月
か
ら
開
始
と
決
ま
り
、
小
学
一
・

二
年
は
従
来
の
ま
ま
と
し
、
小
学
三

年
以
上
高
小
二
年
ま
で
の
学
年
に
算
・

国
・
地
・
歴
・
理
の
五
教
科
の
学
習
を

ダ
ル
ト
ン
プ
ラ
ン
方
式
の
学
習
に
切
り

替
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
此
の
こ
と
は
並
み
大
抵
の

業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
施
教
科
の
学

習
専
用
室
を
作
り
、
専
用
教
室
に
必
要

な
参
考
資
料
や
参
考
書
を
集
め
る
こ
と

を
は
じ
め
、
各
教
科
学
習
の
手
引
き
を

作
成
す
る
等
多
忙
な
日
々
で
あ
り
ま
し

た
。
な
に
ぶ
ん
、
従
前
の
教
師
中
心
の

教
授
か
ら
、
児
童
中
心
の
学
習
へ
の
転

換
、
一
せ
い
指
導
か
ら
個
別
指
導
へ
、

他
律
他
動
の
教
育
か
ら
自
学
自
習
の
学

習
と
な
る
の
で
す
か
ら
。
教
師
も
児
童

も
そ
の
切
り
換
え
の
苦
労
は
大
変
な
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
こ
こ
で
ダ
ル
ト
ン
プ
ラ
ン
の
詳

細
を
紹
介
す
る
の
が
目
的
で
は
な
い
の

で
、
そ
の
実
状
の
詳
細
は
省
略
し
ま
す

が
、
こ
の
研
究
は
数
年
つ
づ
き
、
そ
の

間
そ
の
実
状
を
公
開
し
た
り
、
研
究
の

成
果
を
公
表
し
た
り
し
て
広
く
世
の
批

判
を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
賛
否
さ
ま

ざ
ま
な
反
響
や
話
題
を
呼
び
、
大
正

十
三
年
四
月
二
十
六
日
、
松
山
高
等
学

校
の
パ
ー
カ
ス
ト
女
史
の
講
演
会
は

一
、〇
〇
〇
名
を
越
え
る
盛
況
で
し
た
。

　

愛
媛
同
窓
会
百
年
の
歴
史
は
多
種
多

彩
多
く
の
事
が
ら
が
綴
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
歩
み
の
中
に
、
愛

師
附
小
で
ダ
ル
ト
ン
プ
ラ
ン
と
取
り
組

み
、
教
育
革
新
に
情
熱
を
燃
や
し
た
一

こ
ま
の
あ
っ
た
事
は
終
生
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
思
い
出
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
こ
ろ
の
教
育
界
は
、
教
育
国
家
百
年

の
大
計
と
し
、
次
代
の
国
民
を
養
成
す

る
責
任
は
極
め
て
重
且
つ
大
で
あ
る
と

し
、
教
育
者
は
こ
の
使
命
に
献
身
す
る

聖
職
と
自
負
し
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
や

フ
レ
ー
ベ
ル
を
景
仰
し
、
松
蔭
や
淡
窓

先
生
を
思
慕
す
る
風
潮
で
あ
っ
た
の

で
、
今
ご
ろ
の
よ
う
に
文
部
大
臣
を
向

う
に
回
し
、
教
育
問
題
で
四
つ
に
取
り

組
ん
だ
り
、
ス
ト
権
奪
還
と
か
勤
評
反

対
な
ど
で
ス
ト
を
決
行
す
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
わ
ん
や

特
定
の
政
党
を
支
持
し
て
革
命
を
意
図

す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
多
く
の
教
育
者
は
天
真
無
垢
の
子

ど
も
を
全
人
と
し
て
育
成
す
る
聖
な
る

仕
事
と
信
じ
、
プ
ラ
イ
ド
と
生
き
が
い

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
今
ご
ろ
と
比
べ

て
、
ど
ち
ら
が
正
し
く
、
本
物
で
あ
る

の
か
い
ろ
い
ろ
論
議
の
分
か
れ
る
所
で

し
ょ
う
。
後
世
の
歴
史
家
の
判
断
を
待

つ
外
は
な
い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
山
路
校
長
や
松
山
主
事
、
並

び
に
当
時
の
附
小
職
員
の
先
輩
各
位
が

教
育
の
た
め
、
学
習
改
革
の
た
め
、
一

身
一
個
の
利
害
を
忘
れ
、
右
顧
左
べ
ん

す
る
こ
と
な
く
、
一
丸
と
な
っ
て
情
熱

を
燃
や
し
精
進
を
続
け
た
一
事
は
、
確

か
に
崇
高
な
教
師
の
姿
で
あ
っ
た
と
、

今
で
も
忘
れ
る
事
の
で
き
な
い
思
い
出

で
あ
り
ま
す
。（
当
時
の
物
故
諸
先
生

を
偲
び
つ
ゝ
）

　
思
い
出

　
愛
媛
県
実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所

　
　
　
　
佐
藤
　
　
真
氏
寄
稿

�

（
昭
和
一
〇
卒
）

　

同
窓
会
員
の
皆
様
お
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
か
、
母
校
の
創
立
百
周
年
、
ま
こ

と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
青
師
卒
と
言
っ
て
も
、
私
が
入

学
し
卒
業
し
た
学
校
は
、
青
年
師
範
学

校
の
前
々
身
校
で
、
愛
媛
県
実
業
補
習

学
校
教
員
養
成
所
と
い
っ
て
、
当
時
の

愛
媛
県
立
松
山
農
業
学
校
（
後
に
松
山

農
科
大
学
、
さ
ら
に
愛
大
農
学
部
に
昇

格
）
に
併
設
さ
れ
て
い
た
。
教
授
の
先

生
方
は
、
松
山
農
業
学
校
・
愛
媛
県
師

範
学
校
・
愛
媛
県
庁
の
先
生
方
で
あ
っ

た
。
学
校
は
隔
年
募
集
で
、
卒
業
の
年

先
輩
た
ち
の
あ
し
あ
と

あ
し
あ
と 

⑿
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に
新
入
生
が
入
学
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
私
た
ち
二
年
間
の
在
学
中

に
は
上
級
生
が
い
な
か
っ
た
。
寄
宿
舎

に
入
る
こ
と
も
下
宿
す
る
こ
と
も
自
由

で
、
同
級
生
の
年
令
も
ま
ち
ま
ち
で
妻

帯
し
て
い
る
同
級
生
も
あ
っ
た
。
い

た
っ
て
自
由
な
学
園
で
あ
っ
た
。
同
級

生
は
わ
ず
か
一
九
名
で
、
中
に
は
小
学

校
訓
導
を
休
職
し
て
入
学
し
て
い
た
方

も
あ
っ
た
。
現
在
私
が
知
っ
て
い
る
健

在
な
方
に
は
、
清
水
（
芳
）・
宇
都
宮
・

松
本
（
い
ん
）・
鎌
田
・
芝
・
柳
原
・
森
井
・

大
谷
、
で
私
を
入
れ
て
九
名
で
あ
る
。

佐
伯
・
新
山
・
星
加
、
は
戦
死
、
松
本

（
勉
）・
村
上
（
安
）
は
退
職
後
死
去
、
佐

藤
（
健
）・
野
口
・
松
本
（
秀
）・
首
藤
と
、

残
り
一
名
は
思
い
出
せ
な
い
、
ま
た
健

在
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。

　

私
ど
も
の
学
校
の
帽
章
が
郵
便
局
の

集
配
人
の
そ
れ
と
似
て
い
た
の
で
、
と

き
に
は
登
下
校
の
際
に
郵
便
局
員
と
ま

ち
が
わ
れ
て
苦
笑
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
同
級
生
の
こ
と
を
松
山
農
業
学
校

の
生
徒
か
ら
は
、「
養
成
所
の
お
じ
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
外
、教
育
実
習
の
こ
と
や
、

夏
休
み
に
級
友
と
共
に
松
山
か
ら
汽

車
、
上
灘
（
当
時
予
讃
線
は
上
灘
ま
で

し
か
線
路
が
な
い
）
か
ら
徒
歩
で
郷
里

東
宇
和
郡
ま
で
二
日
が
か
り
で
帰
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
思
い
出
は
尽
き
な
い
。

　

私
は
昭
和
一
〇
年
三
月
着
任
以
来
、

勤
続
三
九
年
目
の
、
昭
和
四
九
年
四
月

一
日
付
け
で
、
八
幡
浜
市
立
神
山
小
学

校
長
を
退
職
し
て
二
年
目
に
な
る
。
勤

務
地
も
北
宇
和
郡
・
東
宇
和
郡
・
喜
多

郡
・
大
洲
市
・
八
幡
浜
市
で
あ
っ
た
が
、

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
を
通
じ
て
思
い
出

は
深
い
も
の
が
あ
る
。
昭
和
四
五
年
に

高
血
圧
症
、
動
脈
硬
化
症
を
併
発
す
る

ま
で
健
康
に
は
自
信
が
あ
っ
た
。
自
信

が
あ
り
過
ぎ
て
無
理
な
勤
務
を
続
け
た

こ
と
を
今
は
深
く
反
省
し
て
い
る
。
い

ま
思
う
こ
と
は
、
人
間
何
と
言
っ
て
も

健
康
第
一
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
職

に
あ
る
諸
兄
姉
に
訴
え
た
い
こ
と
は
、

「
元
気
に
ま
か
せ
て
無
理
を
せ
ず
、
健

康
管
理
に
留
意
し
て
勤
め
ら
れ
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

愛
大
教
育
学
部
長
の
年
頭
の
あ
い
さ

つ
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
と
お
り
、
教
師

の
仕
事
は
、
子
供
の
持
っ
て
い
る
豊
富

な
無
限
の
可
能
性
を
ひ
き
出
す
こ
と
で

あ
る
。
よ
り
高
次
な
教
師
と
い
う
専
門

職
に
ふ
さ
わ
し
い
教
養
と
実
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
に
、
日
々
に
新
た
に
努
力

精
進
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

未
解
決
な
困
難
で
は
あ
る
が
、
や
り
が

い
の
あ
る
教
師
の
道
、
現
職
の
諸
兄
姉

の
ご
奮
発
を
願
い
、
ご
壮
健
を
祈
っ
て

や
ま
な
い
。

　
出
会
い
を
大
切
に

　
　
愛
媛
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
松
田
　
建
雄
氏
寄
稿

�

（
昭
和
二
八
卒
）

　

人
と
人
と
の
巡
り
会
い
は
、
寄
せ
て

も
返
す
波
の
よ
う
だ
と
い
う
。
私
も
、

こ
の
世
に
生
を
う
け
て
四
〇
数
年
、
こ

れ
ま
で
に
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
々
に
巡

り
会
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。

考
え
て
み
て
も
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど

多
く
の
人
の
感
化
を
う
け
、
現
在
に
い

た
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
人
と
の
巡

り
会
い
は
現
実
の
人
だ
け
と
は
限
ら
な

い
。
書
物
に
よ
っ
て
、
遠
い
昔
の
人
々

の
心
に
接
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

私
は
、
学
生
時
代
、
Ｊ
・
Ｈ
ペ
ス
タ

ロ
ッ
チ
の
書
に
接
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
以
来
、
ず
っ
と
彼
に
敬
慕
の
念
を

抱
い
て
い
る
。
小
学
校
の
こ
ろ
、
職
員

室
の
正
面
に
、
彼
の
肖
像
画
が
揚
げ
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
神
学
を
学

び
、
つ
い
で
法
律
を
修
め
、
ま
た
、
農

場
の
経
営
な
ど
を
し
た
が
い
ず
れ
も
失

敗
し
た
。
後
に
、教
育
の
改
革
に
志
し
、

二
九
歳
の
時
か
ら
八
三
歳
で
こ
の
世
を

去
る
ま
で
、
教
育
の
事
業
に
心
身
を
捧

げ
た
の
で
あ
る
。

　

彼
の
生
誕
百
年
祭
の
時
、
ス
イ
ス
の

一
閑
村
、
ビ
ル
に
眠
る
彼
の
た
め
に
献

じ
た
墓
標
に
は
、
次
の
よ
う
な
碑
銘
が

残
さ
れ
て
い
る
。

「
ノ
イ
ホ
ー
フ
に
て
は
、
貧
民
の
救
助

者
、

　

リ
ー
ン
ハ
ル
ト
と
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
に

て
は
、

　
　

人
民
の
指
導
者

　

シ
ュ
タ
ン
ツ
に
て
は
、
孤
児
の
父

　

ブ
ル
グ
ド
ル
フ
及
び
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
ブ

フ
ゼ
ー
に
て
は
、

　
　

小
学
校
の
創
設
者

　

イ
ベ
ル
ド
ウ
ン
に
て
は
、
人
類
の
教

育
者

　

人
間
に
し
て
キ
リ
ス
ト
教
者
、

　
　

ま
た
、
市
民
な
り
き
。

　

す
べ
て
を
他
人
の
た
め
に
傾
け
尽
く

し
て
、
自
ら
の
た
め
に
は
何
事
を
も
せ

ざ
り
き
。
そ
の
人
の
名
に
祝
福
あ
れ
」

　

私
は
、
こ
の
最
後
の
こ
と
ば
に
大
変

感
銘
を
愛
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

彼
の
人
間
性
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る

こ
と
ば
で
あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
現

実
の
人
間
と
し
て
は
近
寄
り
が
た
い
こ

と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
教
育
の
道
に

志
し
た
者
に
と
っ
て
は
、
一
歩
で
も
近

づ
き
た
い
哲
理
で
あ
る
。
私
も
、
夜
、

床
に
つ
い
た
時
一
日
の
こ
と
を
あ
れ
こ

れ
と
思
い
出
し
て
み
る
。
今
日
と
い
う

日
を
精
一
ぱ
い
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き

た
か
、一
人
で
も
多
く
の
子
供
た
ち
に
、

よ
り
多
く
喜
ん
で
も
ら
え
る
だ
け
の
こ

と
を
な
し
得
た
か
、
と
、
自
問
し
て
み

る
の
で
あ
る
。

　

ま
こ
と
に
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
は
私
た

ち
の
師
で
あ
り
、
父
で
あ
る
。
彼
は
、

人
を
愛
す
る
心
が
深
く
、「
真
に
人
を

愛
す
る
道
は
、
よ
く
こ
れ
を
教
育
す
る

に
あ
り
。」
と
も
説
い
て
い
る
。
彼
の

事
業
が
、
し
ば
し
ば
失
敗
に
終
わ
り
な

が
ら
も
、
長
く
人
々
の
尊
敬
を
受
け
て

い
る
の
は
そ
の
純
情
の
た
め
で
あ
ろ

う
。
最
近
、
洋
行
す
る
者
も
多
く
な
っ

て
き
た
。
も
し
、
私
も
そ
の
機
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
立
ち

寄
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
の
一
つ
で
あ

る
。

　

い
ま
、
私
は
松
前
の
子
ど
も
を
受
け

も
っ
て
い
る
が
、
こ
の
地
は
、
義
理
、

人
情
に
あ
つ
い
所
で
あ
る
。
こ
れ
も
、

享
保
の
飢
き
ん
の
時
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ

同
様
、自
己
を
顧
み
る
こ
と
な
く
、人
々

の
た
め
に
尽
く
し
た
義
農
精
神
に
基
づ

く
も
の
と
思
う
。
松
前
の
子
は
、
い
っ

ぱ
ん
に
言
動
が
粗
野
で
、
衝
動
的
で
あ

る
と
い
わ
れ
る
が
、
私
は
、
こ
う
い
う

「
松
前
っ
子
」
が
好
き
で
あ
る
。
そ
し

て
、彼
等
と
の
出
会
い
に
誇
り
を
感
じ
、

お
互
い
に
矯
正
し
合
い
、
末
長
く
語
り

合
っ
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

　

人
と
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

「
わ
が
腹
を
、
割
っ
て
み
せ
た
い
西
瓜

か
な
。」

の
よ
う
に
、
魂
と
魂
の
触
れ
合
う
中

で
、
こ
の
道
に
精
進
し
た
い
。
豊
か
な

人
間
性
を
育
て
る
た
め
の
日
々
の
営
み

は
、
子
供
の
味
方
と
な
っ
て
、
彼
等
の

内
心
に
触
れ
て
や
り
、
理
解
し
合
い
、

信
頼
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
と

思
う
。子
供
に
対
し
、自
然
的
で
、純
真
、

素
直
な
言
葉
が
彼
等
を
感
動
さ
せ
る
も

の
と
考
え
る
。
最
大
の
苦
し
み
と
最
高

の
喜
び
を
味
わ
え
る
学
校
で
こ
そ
、
教

師
と
し
て
の
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
本
校
に
お
け
る

教
育
の
や
り
が
い
も
、
こ
の
あ
た
り
に

あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
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愛媛大学教育学部同窓会からのお知らせ

愛媛大学教育学部同窓会報投稿に関するお願い

　愛媛大学教育学部同窓会事業の一つに「教育学部同窓会報」の発行があります。会員相互の親睦向上を図るために

多くの会員の方に投稿していただきたく、以下のことにご協力のほどお願い申し上げます。

【投稿について】

　会報への投稿は、事務局から依頼する「依頼投稿」と会員の方が直接事務局に投稿する「自由投稿」があります。

１　｢依頼投稿」

　　依頼投稿は、基本としましては現職会員を対象として事務局から各支部長を通して依頼します。また、会員の参

考となる教育実践及び活動等については、編集委員会の承認を受けて直接会員・準会員に依頼することもあります。

２　「自由投稿」

　　自由投稿は、会員（同窓会会則参照）であれば誰でも投稿できますが、会報ページ数調整のため事前に事務局へ

の掲載希望の連絡が必要です。

【自由投稿について】

１　自由投稿のジャンル

　　自由投稿のジャンルは特に定めていませんが、以下のことをご参照ください。

　①　愛媛大学教育学部の歴史的背景、重要性に関する内容であること。　

　②　愛媛大学、愛媛大学教育学部の広報活動や最新情報及び教育学部同窓会を紹介する内容であること。

　③　会員の日々の教育活動に関することで今後の実践への示唆を示す内容であること。

　④　会員の日々の生活、趣味活動（絵画、俳句、写真等）、同期会、同級会に関する内容であること。

　⑤　会員の個人調査・研究によるもので幅広く社会に展望する内容であること。

　⑥　その他、編集委員会で協議され承認を受けた内容であること。

２　投稿の条件

　①　公平性を確保するため自由投稿は各会員年度内１回とし、基本連続掲載は認めないものとします。ただし、編

集委員会が認めた内容については連続掲載を可とする場合があります。

　②　投稿希望者が多数の場合は、新規希望者及び掲載数の少ない希望者を優先します。

　③　ページ数に余裕のない場合は掲載できないことがあります。その後の掲載の可否については編集委員会で決定

します。

３　掲載手続等の遵守

　①　投稿希望者は、事前に事務局（編集委員会）に掲載希望と大まかな内容（ページ数含）を知らせてください。

掲載希望受付後は編集委員会で協議検討し、掲載の可否及び執筆要領を連絡します。

　②　原稿締切は必ず厳守してください。承認を受けた原稿でも締切後の提出は掲載できない場合があります。

　③　１次校正は、必ず執筆者と編集委員会が行いますが、２次校正以降は事務局（編集委員会）に一任していただ

きます。

４　責任及び著作権について

� �①　会報掲載後の著作権については、「愛媛大学教育学部同窓会」が所有するものとします。ただし、掲載内容に関

することは執筆者の責任で対応していただきます。

会員の皆様の投稿をお待ちしています。
������������������������������������������愛媛大学教育学部同窓会　編集委員会
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（
死
亡
年
月
日
）

（
氏　
　

名
）

４
・
11
・
16

別
宮　

達
也

�
（
昭
30
・
愛　

大
）

５
・
６
・
28

高
月　
　

守
�

（
昭
26
・
愛　

師
）

６
・
２
・
４

岡
原　

一
隆

�

（
昭
22
・
愛　

師
）

６
・
３
・
７

川
口　

明
美

�

（
昭
28
・
愛　

大
）

６
・
３
・
12

藤
本　
　

満

�

（
昭
26
・
愛　

大
）

６
・
３
・
26

伏
見　

和
代

�

（
不
明
）

６
・
４
・
22

野
嵜　

全
昭

�

（
昭
38
・
愛　

大
）

６
・
５
・
６

戒
能　

申
脩

�

（
昭
32
・
愛　

大
）

６
・
５
・
10

村
上　

道
男

�

（
昭
27
・
愛　

大
）

６
・
５
・
29

増
池　

武
雄

�

（
昭
40
・
愛　

大
）

６
・
５
・
31

赤
松　
　

豊

�

（
昭
25
・
愛　

師
）

６
・
６
・
２

景
浦　

憲
一

�

（
昭
28
・
愛　

大
）

６
・
６
・
18

菊
川　

國
夫

�

（
昭
33
・
愛　

大
）

６
・
６
・
20

豊
田　

量
見

�

（
昭
35
・
愛　

大
）

６
・
６
・
26

毛
利　

運
衛

�

（
昭
27
・
愛　

大
）

　
敬
弔
（
物
故
会
員
）

　

寄
付
者
名

　

令
和
六
年
七
月
～

　
　
　

令
和
七
年
一
月

※　

同
窓
会
へ
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

藤　

原　

宏　

幸　

様

吉　

原　

宏　

文　

様

（
死
亡
年
月
日
）

（
氏　
　

名
）

６
・
７
・
４

作
道　

昌
宏

�

（
昭
29
・
愛　

大
）

６
・
７
・
29

宮
内　

長
夫

�

（
昭
27
・
愛　

大
）

６
・
８
・
11

武
市　
　

强

�

（
昭
23
・
愛　

師
）

６
・
８
・
14

坂
尾　

則
雄

�

（
昭
27
・
愛　

大
）

６
・
８
・
29

後
藤　

瞳
子

�

（
昭
24
・
愛　

師
）

６
・
９
・
10

宇
都
宮
哲
男

�
（
昭
19
・
愛　

師
）

６
・
９
・
16

織
田　

淑
子

�

（
昭
26
・
愛　

大
）

６
・
９
・
26

森　
　

良
輔
�

（
昭
32
・
愛　

大
）

６
・
10
・
11

宮
内　

守
繁

�

（
昭
34
・
愛　

大
）

６
・
10
・
13

井
手
窪　

理

�

（
昭
37
・
愛　

大
）

６
・
10
・
29

宇
都
宮　

譽

�

（
昭
30
・
愛　

大
）

６
・
11
・
20

西
川　

弘
志

�

（
昭
30
・
愛　

大
）

６
・
12
・
５

永
井　

吉
彦

�

（
昭
42
・
愛　

大
）

６
・
12
・
８

宇
都
宮
和
市

�

（
昭
23
・
青　

師
）

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

○　

放
送
大
学
の
科
目
を
利
用
し

て
、
司
書
教
諭
資
格
の
取
得
が
可

能
で
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。
お
気
軽
に
愛
媛
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

　

放
送
大
学
で
は
二
〇
二
五
年
四

月
入
学
生
を
募
集
中
で
す
。

〈
募
集
期
間
〉

二
〇
二
四
年
十
一
月
二
十
六
日
㈫

～
二
〇
二
五
年
三
月
十
一
日
㈫

　

放
送
大
学
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し

て
自
宅
で
学
べ
る
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　

放
送
大
学
で
は
心
理
学
・
福

祉
・
文
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
が
、
同
窓
会
員
特
に
現
職

の
方
々
は
次
に
掲
げ
る
教
育
関
係

の
免
許
資
格
取
得
な
ど
が
で
き
ま

す
。

○　

放
送
大
学
の
大
学
院
を
利
用

し
て
、
専
修
免
許
状
の
取
得
が

可
能
で
す
。

○　

放
送
大
学
の
科
目
を
利
用
し

て
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許

状
の
取
得
が
可
能
で
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放送大学

　　　教養はエネルギーだ。

      一科目からでも学べます

　　ｗｗｗ．oｕｊ．aｃ．jp

●資料請求専用フリーダイヤル

　　　　　　０１２０－８６４－６００

●インターネットで資料請求・出願できます。

問合せ先 愛媛学習センター
ＴＥＬ ０８９－９２３－８５４４

２０２５年度４月入学生募集中！

（２０２５年３月１１日まで）



同　　窓　　会　　報 （31）

文芸欄

会員写真館
　今回は石鎚山系にある滝と風景を
選んでみました。
　高瀑の滝は、落差が132㍍近くあり、
四国最大の滝と言われています。
　御来光の滝は、落差が102㍍近くあ
り、三大到達困難な滝に選ばれてい
ます。
　笹倉湿原は、神の庭と形容された
幻の湿原と言われ、ウマスギゴケが
絨毯のように一面生えています。
　石鎚南尖峰は、通称「墓場尾根」
と言われ見応えがあります。 

　幸田光温先生が教壇に立ちながら描かれた絵画から再度
選ばせていただきました。
　引用『絵画・俳句・短歌・郷土研究……
　　　　　教師　幸田光温　七十八年のあしあと』      より

高瀑の滝 御来光の滝

写真提供（教職員ＯＢ：近藤　　喬）

笹倉湿原（さぞうしつげん） 

三次巴橋付近（淡彩）

石鎚南尖鋒

モデル嬢（水彩）水田の風景（パステル）


